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地方創生の
正念場

　
平
成
28
年
度
は
、
飛
躍
の
10
年

に
向
け
て
の
２
年
目
で
あ
り
、
地

方
創
生
は
ま
さ
し
く
こ
れ
か
ら
が

正
念
場
で
す
。

　
そ
の
重
要
戦
略
と
し
て
、
子
育

て
世
代
の
流
出
抑
制
と
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
人
口
の
増
加
に
向
け
た
「
定
住

環
境
基
盤
整
備
」
と
、
少
子
高
齢

化
に
伴
う
地
域
の
活
力
低
下
等
の

地
域
課
題
解
決
に
挑
戦
す
る
「
人

材
の
育
成
・
確
保
」
の
２
つ
に
集

中
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
定
住
に
向
け
た
環
境
整
備

　「
定
住
環
境
基
盤
整
備
」
で
は

「
子
育
て
」「
仕
事
」「
住
ま
い
」「
移

住
・
定
住
」
の
４
つ
を
重
点
分
野

と
し
て
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　「
子
育
て
分
野
」
で
は
、
保
護

者
の
皆
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
等
に

対
応
す
る
た
め
、
認
定
こ
ど
も
園

の
推
進
を
図
る
ほ
か
、
医
療
費
・

保
育
料
の
無
料
化
等
に
よ
る
経
済

的
負
担
の
軽
減
に
加
え
、
教
育
・

家
庭
相
談
窓
口
の
充
実
な
ど
に
よ

り
、
子
育
て
に
係
る
切
れ
目
の
な

い
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

◦「
人
口
の
社
会
増
」
へ
の
挑
戦

地
方
創
生
の
取
り
組
み

　
３
月
３
日（
木
）、雲
南
市
議
会
３
月
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

速
水
市
長
は
平
成
28
年
度
の
市
政
運
営
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え

方
を
述
べ
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
、
雲
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）

を
高
め
ま
す
。

　「
仕
事
分
野
」
で
は
、
企
業
誘

致
専
門
員
の
積
極
的
な
取
り
組
み

や
企
業
団
地
の
整
備
に
よ
る
魅
力

的
な
立
地
環
境
の
提
供
を
通
し

て
、
事
業
拠
点
の
新
設
・
増
設
を

推
進
し
、
雇
用
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
商
業
機
能
の

維
持
の
た
め
事
業
承
継
や
空
き
店

舗
等
で
の
起
業
・
創
業
を
促
進
す

る
ほ
か
、
市
内
産
品
の
大
都
市
圏

等
へ
の
販
路
拡
大
に
取
り
組
み
ま

す
。

　「
住
ま
い
分
野
」
で
は
、
利
便

性
が
高
い
住
宅
地
を
供
給
す
る
ほ

か
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
利
用
ニ
ー

ズ
が
多
い
賃
貸
住
宅
や
空
き
家
の

提
供
に
民
間
事
業
者
や
地
域
自
主

組
織
と
協
力
し
て
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
等
の
住

宅
取
得
や
定
住
促
進
住
宅
の
家
賃

低
減
な
ど
を
は
じ
め
、
住
ま
い
の

確
保
に
関
す
る
支
援
を
行
い
ま

す
。

　「
移
住
・
定
住
分
野
」
で
は
、

新
た
に
介
護
人
材
や
就
農
希
望
者

の
移
住
を
促
す
事
業
に
取
り
組
む

ほ
か
、
定
住
支
援
員
等
に
よ
る
相

談
、
支
援
を
行
い
ま
す
。
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　「
人
材
の
育
成
・
確
保
」で
は「
子
ど
も
×
若
者
×
大
人
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
連
鎖
」
に
よ
る
市
民
総
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　
大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
、
地
域
自
主
組
織
に
よ
る
地
域
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
を
更
に
進
め
る
た
め
、
全
国
の
横
断
的
組

織
・
小
規
模
多
機
能
自
治
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
お
い

て
、
賛
同
す
る
全
国
１
２
１
自
治
体
と
の
連
名
に
よ
り
、
去

る
１
月
20
日
、
高た

か
い
ち市
早さ

苗な
え

総
務
大
臣
と
石い

し
ば破
茂し

げ
る

地
方
創
生
担

当
大
臣
に
対
し
て
、
法
人
制
度
の
創
設
を
求
め
る
提
言
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　
石
破
大
臣
に
よ
り
、
早
速
、

こ
の
３
月
か
ら
「
地
域
の
課
題

解
決
の
た
め
の
地
域
運
営
組
織

に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
が
設

置
さ
れ
、
精
力
的
に
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
会

議
に
は
、
地
域
自
主
組
織
の
立

場
か
ら
参
画
し
ま
す
。

　
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
、
保

幼
小
中
高
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
大

学
生
に
つ
な
げ
、
課
題
解
決
人

材
の
育
成
確
保
を
め
ざ
す
、
雲

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
校
す
る
ほ
か
、
幸
雲
南
塾

（
大
人
版
）
な
ど
を
通
じ
て
若

者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
支
援
や

課
題
解
決
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を

よ
り
一
層
進
め
ま
す
。

　
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
、

「
国
語
」「
算
数・数
学
」「
英
語
」

を
重
点
教
科
と
し
、
確
か
な
学

力
の
更
な
る
向
上
を
図
る
た
め
、

こ
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
教

育
監
を
新
た
に
配
置
し
て
ス
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
と
も
に
、

小
中
一
貫
教
育
を
強
力
に
進
め

ま
す
。
加
え
て
、
特
に
英
語
教

育
に
お
い
て
は
、
高
校
ま
で
の

一
貫
教
育
を
進
め
ま
す
。

　　
平
成
28
年
度
よ
り
、
受
付
業
務
を
除
く
事
業
管
理
課
業
務

を
本
庁
に
集
約
す
る
と
と
も
に
、
保
健
福
祉
課
の
保
健
師
を

本
庁
に
配
置
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
教
育
委
員
会
事
務
局
組
織
も
見
直
し
、
文
化
財
・

◦
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む

「
人
材
の
育
成
・
確
保
」

　
組
織
機
構
の
見
直
し

H27～31年に社会動態による人口減少に歯止めをかけ、
H32～36年に人口移動の増加をめざします。

「人口の社会増」への挑戦
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前期期間中に
社会増減をプラス化！

＋

「子ども×若者×大人チャレンジ」
を中心とした新プロジェクト

① 質の高い教育の提供による将来を担う人材の育成

② 大学機関やＮＰＯと連携した課題解決人材の育成

③ 課題解決人材の育成による若者チャレンジの創出

④ 産業振興センターの機能強化による新たな産業創出

⑤ 地域やＮＰＯと連携した課題解決人材のＵＩターン促進

⑥ 地域自主組織の活動基盤強化による住民主体の地域づくり

定住基盤整備
（新規拡充事業）

○子育て分野
・第３子以降保育料無料化
・病後児保育施設整備事業
・子ども医療費助成（中学卒業まで無料化） など

○雇用分野
・神原企業団地整備と松江自動車道スマートＩＣ設置 など

○住宅分野
・子育て世帯定住宅地貸付事業
・子育て世帯定住宅地購入支援事業
・子育て世帯に対する固定資産税の課税免除制度 など

20～30代の
課題解決型人材の増加
（持続的な人口増）

子育て世代の流出抑制
ＵＩターン人口の増加

雲南市総合戦略 ～『人口の社会増』への挑戦～雲南市総合戦略 ～『人口の社会増』への挑戦～

文
化
振
興
の
体
制
強
化
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
更
な
る
推
進
の

た
め
、
課
お
よ
び
室
を
新
設
し
ま
す
。

　
な
お
、
組
織
見
直
し
に
よ
り
田
井
出
張
所
を
今
月
末
で
廃

止
し
ま
す
が
、
吉
田
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
に
「
雲
南
市
民

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。
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　・
移
住
・
交
流
の
推
進
に
つ
い
て

　「
住
ま
い
」「
仕
事
」「
子
育
て
」「
教
育
」
分
野
に
お
け
る

定
住
施
策
に
加
え
、
定
住
関
連
サ
イ
ト
で
定
住
情
報
を
発
信

す
る
ほ
か
、
定
住
情
報
冊
子
等
の
活
用
、
都
市
圏
で
開
催
さ

れ
る
定
住
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
な
ど
情
報
発
信
を
し
ま
す
。

　
一
方
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
対
象
と
し
た
介
護
人
材
の
確
保

事
業
や
、
地
方
で
の
就
農
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
交
流
や
学
び

の
場
を
提
供
す
る
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

・
結
婚
対
策
に
つ
い
て

　「
雲
南
市
内
縁
結
び
の
会
」
を
は
じ
め
と
す
る
結
婚
活
動

支
援
団
体
や
各
種
団
体
と
の
連
携
・
協
力
を
行
い
、
独
身
男

女
へ
の
出
会
い
の
場
の
提
供
、
結
婚
相
談
や
マ
ッ
チ
ン
グ
等

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

・
国
道
54
号
三
刀
屋
拡
幅
事
業
に
つ
い
て

　
里
熊
大
橋
か
ら
里
方
交
差
点
ま
で
の
５
０
０
ｍ
区
間
で
４

車
線
化
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
３
月
末
に
同
区
間
が

供
用
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
残
る
区
間
の
整
備
促
進
を
引
き
続
き
要
望
す
る
と

と
も
に
、
特
に
一
般
県
道
稗ひ

え

原ば
ら

木
次
線
ま
で
の
区
間
の
早
期

完
成
に
向
け
、
調
整
を
進
め
ま
す
。

・
市
民
バ
ス
再
編
計
画
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　「
市
民
バ
ス
再
編
計
画
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
実
証
運

行
を
行
っ
て
き
た
大
東
町
塩
田
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

格
運
行
に
向
け
た
条
件
が
整
い
ま
し
た
の
で
、
本
年
４
月
よ

り
本
格
運
行
に
移
行
し
ま
す
。
ま
た
交
通
空
白
地
域
の
解
消

と
通
院
・
買
い
物
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
木
次
町
に

お
き
ま
し
て
、
本
年
４
月
か
ら
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
実
証
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
、
加
茂
町
に
お
き
ま
し
て
も
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
向
け
た
検
討
や
準
備
を
進
め
ま

す
。

・
高
校
の
通
学
環
境
改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
市
内
全
域
か
ら
市
内
高
校
３
校
へ
の
通
学
環
境
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
市
民
バ
ス
の
運
行
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
見
直
し
の
内
容
は
、
ダ
イ
ヤ
改
正
に
加
え
、
吉
田
掛
合
方

面
か
ら
大
東
高
校
ま
で
の
路
線
を
増
便
す
る
こ
と
に
よ
り
、

登
下
校
時
の
混
雑
解
消
や
部
活
動
に
対
応
し
た
運
行
を
行
い

ま
す
。

・
木
次
線
開
業
１
０
０
年
に
つ
い
て

　
本
年
は
、
木
次
線
が
開
業
か
ら
１
０
０
年
目
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、
木
次
線
開
業
１
０
０
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、記
念
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

・
原
子
力
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
原
子
力
施
設
の
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
、
技
術
的
・
専
門

的
観
点
か
ら
幅
広
く
指
導
、
助
言
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
28
年
度
に
お
い
て
「
雲
南
市
原
子
力
安
全
顧
問
」

を
設
置
し
ま
す
。

・
雲
南
市
立
病
院
改
築
事
業
に
つ
い
て

　
改
築
工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今

月
末
に
南
棟
４
階

改
修
工
事
が
完
了

す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。
４
月
に
は

介
護
療
養
病
棟
を

移
転
・
解
体
後
、

新
本
館
棟
の
起
工

式
を
行
い
、
本
格

的
に
工
事
を
開
始

し
ま
す
。

・
地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て

　
雲
南
市
の
直
営
診
療
所
で
あ
り
ま
す
掛
合
診
療
所
に
つ
い

て
、
雲
南
市
立
病
院
と
の
更
な
る
連
携
を
図
り
、
地
域
の
皆

様
に
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
体
制
を
整
え
ま

す
。

・
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

　
市
役
所
組
織
機
構
の
見
直
し
に
伴
い
、
保
健
師
は
本
庁
に

集
約
し
、
各
地
域
を
複
数
で
担
当
し
、
チ
ー
ム
で
迅
速
か
つ

効
果
的
な
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
加
え
て
、
在
宅
医
療

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
専
用
離
着
陸
場

の
整
備
な
ど
に
よ
り
救
急
医
療
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

　
国
で
は
、
平
成
26
年
度
と
27
年
度
に
実
施
し
た
所
得
の
低

い
高
齢
者
等
へ
の
簡
素
な
給
付
措
置
（
臨
時
福
祉
給
付
金
）

の
継
続
に
加
え
、
平
成
28
年
度
新
た
に
「
年
金
生
活
者
等
支

援
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
実
施
を
決
定
さ
れ
た
の
で
、
迅
速

な
支
給
処
理
に
努
め
ま
す
。

・
生
活
困
窮
者
の
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
生
活
保
護
に
至
る
前
の
自
立
支
援
策
の
強
化
を
図
る
た

め
、
雲
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
事
業
を
委
託
し
、
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
相
談
者
の

ニ
ー
ズ
の
高
い
家
計
支
援
を
充
実
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度

か
ら
新
た
に
家
計
相
談
支
援
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

・
認
定
こ
ど
も
園
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
保
育
所
と
幼
稚
園
の
機
能
を
併
せ
持
つ「
認
定
こ
ど
も
園
」

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
に
海
潮
幼
稚
園
、
斐
伊
幼

稚
園
、
三
刀
屋
幼
稚
園
お
よ
び
加
茂
幼
児
園
を
認
定
こ
ど
も

園
と
し
て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
特
に
、
幼
稚
園
か
ら
移

行
す
る
「
こ
ど
も
園
」
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
保
育
機
能
を

付
加
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
お
い
て
は
、
大
東
幼
稚
園
を
平
成
29
年
度

か
ら
「
認
定
こ
ど
も
園
」
へ
移
行
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

　
支
え
あ
い
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　
安
全・
安
心
で
快
適
な
ま
ち

　
み
ん
な
で
築
く
ま
ち
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・
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
に
設
置
し
た「
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
は
、
子
ど
も
の
発
達
や
不
登
校
、
経
済
的
な
困
窮
や
就
労

な
ど
、
子
ど
も
や
保
護
者
が
抱
え
る
様
々
な
困
難
さ
に
つ
い

て
、
本
年
１
月
末
現
在
３
３
８
人
の
方
か
ら
相
談
が
寄
せ
ら

れ
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
、
義
務
教
育
修

了
ま
で
に
不
登
校
で
進
路
の
定
ま
ら
な
い
子
ど
も
や
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
、
支
援
事
業
所
等
と
の
連
携
に
よ
る
進
路
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
、
教
育
と
福
祉
が
一
体
と
な
っ
た
支
援

を
進
め
ま
す
。

・
小
学
校
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
度
よ
り
順
次
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
普
通
教
室

の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
き
ま
し
て
、
平
成
28
年
度
、
小
学
校

の
整
備
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
当
初
は
５
年
計
画
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
度
末

に
は
県
内
他
市
町
村
に
先
駆
け
、
市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校

の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

・
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
、
岡
山
県
を
主
会
場
と
す
る
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

で
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
、
島
根
県
内

で
は
６
市
町
で
４
競
技
５
種
目
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
雲
南
市
で
は
、
７
月
28
日
か
ら
８
月
１
日
の
間
、
島
根

県
さ
く
ら
お
ろ
ち
湖
ボ
ー
ト
競
技
施
設
に
お
い
て
ボ
ー
ト
競

技
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
加
茂
岩
倉
遺
跡
（
銅
鐸
出
土
）
発
見
20
周
年
記
念
事
業
の

開
催
に
つ
い
て

　
国
宝
で
あ
る
銅
鐸
39
個
が
出
土
し
た
国
指
定
史
跡
「
加
茂

岩
倉
遺
跡
」
が
平
成
８
年
に
発
見
さ
れ
て
か
ら
、
本
年
で
満

20
年
を
迎
え
ま
す
。
10
月
に
記
念
式
典
・
基
調
講
演
お
よ
び

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
を
学
び
育
つ
ま
ち

評
価
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
で
安
心
な
農
産
物
の
「
ブ
ラ
ン
ド
化
」
の
取

り
組
み
や
、
園
芸
品
目
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
機

関
と
の
連
携
に
よ
り
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
施
設
整
備
支

援
な
ど
、
積
極
的
な
支
援
を
検
討
・
推
進
し
ま
す
。

　
現
在
実
施
し
て
い
ま
す
雲
南
市
集
落
営
農
等
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
支
援
事
業
の
支
援
規
模
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
名

称
も
農
業
担
い
手
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
と
変
更
し
、
支
援

を
強
化
し
ま
す
。

・
た
た
ら
製
鉄
の
日
本
遺
産
認
定
申
請
に
つ
い
て

　
雲
南
市
、
安
来
市
、
奥
出
雲
町
の
２
市
１
町
で
構
成
し
て

い
ま
す
鉄
の
道
文
化
圏
推
進
協
議
会
よ
り
文
化
庁
に
日
本
遺

産
認
定
申
請
書
を
去
る
２
月
10
日
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
ま
し
た
ら
、
情
報
発
信
媒
体
の
多
言
語
化
や
ガ
イ

ド
養
成
な
ど
に
取
り
組
み
、
日
本
独
自
の
た
た
ら
製
鉄
や
そ

の
遺
構
が
現
存
す
る
こ
の
地
域
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
映
画
「
た
た
ら
侍
」
の
ロ
ケ
セ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て

　
映
画
の
撮
影
も
順
調
に
終
了
し
、
編
集
作
業
に
移
っ
て
い

る
と
聞
い
て
お
り
、
来
年
早
春
の
公
開
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
市
内
に
あ
る
こ
の
映
画
の
ロ
ケ
セ
ッ
ト
は
、「
た
た
ら
の

村
」
が
再
現
さ
れ
て
お
り
、
周
辺
の
美
し
い
景
色
と
と
も
に

郷
愁
を
呼
ぶ
風
景
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
更
な
る
観
光
振
興

を
図
る
た
め
、
こ
の
ロ
ケ
セ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
ま
す
。

・
重
点
「
道
の
駅
」
に
つ
い
て

　
去
る
１
月
27
日
に
、国
交
省
よ
り
、道
の
駅
、「
掛
合
の
里
」

が
、
全
国
38
か
所
の
重
点
「
道
の
駅
」
の
一
つ
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
後
、
国
道
54
号
沿
線
の
道
の
駅
「
掛
合
の
里
」
と
飯
南

町
、
三
次
市
の
４
駅
が
一
体
と
な
り
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど

の
体
験
型
観
光
イ
ベ
ン
ト
や
、
広
域
的
な
情
報
発
信
、
拠
点

施
設
の
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

・
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

　
計
画
に
掲
げ
る
個
別
事
業
の
確
実
性
を
高
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
作
業
を
進
め
、
平
成
28
年
度
の

早
い
時
期
に
国
の
認
定
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
商
工
会
、
ま
ち

づ
く
り
会
社
等
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

・
神
原
企
業
団
地
整
備
に
つ
い
て

　
神
原
企
業
団
地
造
成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
30
年

度
中
の
分
譲
開
始
を
め
ざ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
道
54
号
か
ら
神
原
企
業
団
地
へ
の
基
幹
道
路

と
な
る
市
道
宇
治
三
代
線
に
つ
き
ま
し
て
、
平
成
28
年
度
か

ら
改
良
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

・
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
強
化
に
つ
い
て

　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
企
業
誘
致
・
販
路
開
拓
・
事

業
承
継
の
３
つ
を
重
点
分
野
と
し
て
、
こ
れ
ら
に
精
通
し
た

高
い
見
識
と
多
く
の
経
験
を
持
つ
専
門
家
を
配
置
し
、
産
業

振
興
に
努
め
ま
す
。

　
挑
戦
し
活
力
を
産
み
だ
す
ま
ち

・
畜
産
振
興
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
に
宮
城
県

で
開
催
予
定
の
全
国
和

牛
能
力
共
進
会（
全
共
）

を
控
え
、
市
内
で
生
産

さ
れ
た
島
根
県
有
種し

ゅ

雄ゆ
う

牛ぎ
ゅ
う

に
よ
る
交
配
の
推
進

や
、
優
良
牛
の
販
売
に

よ
る
市
外
流
出
を
防
ぐ

保
留
対
策
な
ど
に
引
き

続
き
取
り
組
み
、
全
共

出
場
を
果
た
し
、
上
位

入
賞
を
め
ざ
し
た
取
り

組
み
を
強
化
し
ま
す
。

・
農
業
振
興
に
つ
い
て

　
島
根
県
産
「
つ
や
姫
」
は
、
平
成
26
年
、
27
年
二
年
連
続

で
日
本
穀
物
検
定
協
会
が
発
表
し
た
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
最

高
ラ
ン
ク
「
特
Ａ
」
に
選
ば
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
も
高
い
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市の組織機構を見直します市の組織機構を見直します市の組織機構を見直します
（平成28年４月１日から総合センターが変わります）

　総合センター業務の一部を本庁へ移管し、総合センター組織の見直しを行うとともに、移管先部
局を再編します。
（今回は、移管に伴う組織再編のみを紹介しています。すべての部局、主な業務を記載した「平成
28年度雲南市行政組織体制」は５月号に掲載予定です。）

〇平成28年度から
課　室　名 主　な　業　務

自治振興課
大　東　☎４３－８１６０
加　茂　☎４９－８６０１
木　次　☎４０－１０８０
三刀屋　☎４５－２１１１
吉　田　☎７４－０２１１
掛　合　☎６２－０３０１

本庁連絡調整、消防・防災、
地域自主組織、交流センター、地域振興、
自治会、支所庶務、自治会配布、公共交通、
交通安全、統計、選挙、人権・同和行政、
農林業・道路・上下水道等の各種申請受付

市民福祉課
大　東　☎４３－８１６２
加　茂　☎４９－８６１２
木　次　☎４０－１０８３
三刀屋　☎４５－９５０１
吉　田　☎７４－０２１５
　雲南市民サービスコーナー
　（旧田井出張所）
　　　　☎７５－０３１１
掛　合　☎６２－００５６

戸籍、住民票、印鑑、所得・課税証明、年金、
国民健康保険、後期高齢者・子ども・福祉医
療、児童手当、納税、ゴミ処理事務、犬の登
録、環境、墓地許可、バス・タクシー優待回
数券、公共料金収納、
各種保健福祉の簡易な相談、申請受付（介護
保険、高齢者福祉、障がい者福祉、特定健診
の受付、母子手帳発行等）、
保育所入退所受付

総合センターの組織体制

本庁部局（健康福祉部・建設部・産業振興部・水道局）の組織体制

〇平成27年度まで

自 治 振 興 課
自治振興Ｇ
庶務Ｇ

市民サービスＧ

保 健 福 祉 課
保健福祉Ｇ

（保健師）

事 業 管 理 課
公共物管理Ｇ
産業振興Ｇ

〇平成28年度から
課　室　名 主　な　業　務

健康福祉総務課
　☎４０－１０４１

地域福祉施策、生活福祉、病院建設、社会福
祉法人許認可・指導監査

長寿障がい福祉課
　☎４０－１０４２ 高齢者福祉、障がい者福祉

地域包括支援センター
　☎４０－１０４３

介護予防、介護予防給付、
高齢者総合相談

健康づくり政策課
　☎４０－１０４５	 健康増進計画の推進、地域医療、食育推進

健康推進課
　☎４０－１０４５

母子保健、成人保健、健康に関する相談、健
康づくり活動

身体教育医学研究所うんなん
　☎４９－９０５０

子ども・高齢者の運動器疾患の予防、
青壮年の運動習慣の定着

健康福祉部
〇平成27年度まで

健康福祉総務課

長寿障がい福祉課

地域包括支援センター

健 康 推 進 課

身体教育医学研究所
う ん な ん

※健康福祉部へ配置

※本庁各部局へ集約
　（産業振興部、建設部、水道局等）

※市外局番はすべて０８５４
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問い合わせ先がわからない場合は、代表 ☎４０－１０００へお掛けください。担当者へ取り次ぎます。問い合わせ先がわからない場合は、代表 ☎４０－１０００へお掛けください。担当者へ取り次ぎます。

〇平成28年度　　
課　室　名 主　な　業　務

総務課
　☎４２－３４７３ 総務、入札・契約、会計経理

営業課
　☎４２－５３２２

水道料金、下水道使用料収納、給水・排水諸
届受付処理、メーター管理、検針

工務課
　☎４０－０１６３ 水道事業計画、施設工事・管理

下水道課
　☎４２－３４７１ 下水道・浄化槽整備、管理

水　道　局

〇平成28年度から
課　室　名 主　な　業　務

産業推進課
　☎４０－１０５２

新産業創出、雇用創出、
産業振興ビジョン推進

産業振興センター
　☎４０－１０５２ 起業化支援、企業活動支援、産業創出

産業施設課
　☎４０－１０９３

農林・畜産・商工・観光施設および農林道の
維持管理

農林振興課
　☎４０－１０５１

農業振興、中山間地域等直接支払制度、
多面的機能支払制度、
農業労働災害共済、畜産振興、林業振興、
森林バイオマス推進、有害鳥獣対策

農林土木課
　☎４０－１０５３

農村整備、農地・農業用施設災害復旧、土地
改良、土地改良区事務局

商工観光課
　☎４０－１０５４ 商工振興、観光振興

産業振興部
〇平成27年度まで

産 業 推 進 課

産業振興センター

農 林 振 興 課

農 林 土 木 課

商 工 観 光 課

〇平成28年度から
課　室　名 主　な　業　務

建設総務課
　☎４０－１０６１

部内庶務、道路・河川境界立会、道路・河川
占用、道路・河川管理、法定外公共物

建設工務課
　☎４０－１０６２、
　　　　　１０６３

道路・橋梁・トンネルおよび付属物の維持、
除雪、道路・河川等の新設改良、公共土木施
設の災害復旧

都市計画課
　☎４０－１０６４

国県事業、高速道路事業、期成同盟会、都市
計画、土地区画整備事業、街路等事業、都市
公園・緑地、屋外広告物

建築住宅課
　☎４０－１０６５

市営住宅維持管理、建築確認、人にやさしい
まちづくり条例に基づく届出・指導、優良住
宅認定事務、建設リサイクル法に基づく届出・
指導、住宅等の建築相談

建　設　部
〇平成27年度まで

業 務 管 理 課

建 設 事 業 課

都 市 建 築 課
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キャリア教育推進施設
　　「おんせんキャンパス」の紹介

　雲南市は、「自立した社会性のある大人への成長をめざす人材育成」を目標とするキャリア教育を展開し
ています。昨年６月に、旧温泉小学校にキャリア教育推進施設「おんせんキャンパス」をオープンしました。
　「おんせんキャンパス」は、学校・家庭・地域・NPO等との連携・協働により、子どもたちが自分と向き合い、
地域とつながる中で、様々な課題を解決していく力を育みながら、学習の習熟度を含めた学力を育成する
場として活用しています。

　中高校生を対象に開催している土曜学習「自分をつくる
楽
がっこう

校」では、保護者や先生などの「タテの関係」でない、
人生のちょっと先を行く先輩である大学生や社会人などの
「ナナメの関係」を生かしながら、教育プログラムを展開し、
平成27年度は165人の中高校生が参加しました。
　平成27年度は26人の大学生や地元の社会人の皆さんに、
自らの体験談を語ったり、生徒の話の引き出し役となって
いただきました。

　「おんせんキャンパス」には、様々な事情で学校を長期
にわたって欠席している児童・生徒に対し、個々の実態に
合わせた支援を行い、社会性を身につけることを目的とす
る雲南市教育支援センター
を設置しています。
　学校、教育支援センター
や関係機関との連携のも
と、体験活動を通じた人間
関係づくりや学習活動な
ど、進級・進学に前向きに
なるような支援に取り組ん
でおり、平成27年度は１
日平均5.2人（２月末現在）
の利用がありました。

主な取り組み①　土曜学習
主な取り組み②
　学校に行きにくい子どものための

支援

カタリバ雲南拠点シニアマネージャー　荻
おぎ

野
の

晶
あき

子
こ

さん
　この１年を振り返って
　雲南市での取り組みは、県外から移住した４人と市内３人のスタッフにより、昨年４月
にスタートしました。この１年、地域、学校、行政等のたくさんの方々に温かく迎えていた
だき事業を推進できたことに感謝しています。
　平成28年度は、今まで行ってきた良かったことにさらに磨きをかけ、課題に正面から向
き合いながら取り組んで行きたいと考えています。

　雲南市の子どもたちに向けて
　児童・生徒の皆さんが学校の内外問わず、会えば誰にでも、あいさつをされる姿に、清々
しさを感じます。カタリバは皆さんにたくさんの「出会い」を届けて行きたいと考えていま
す。ぜひ「土曜学習」に足を運んで見てください。今までにない「出会い」がきっとありま
す。皆さんに「土曜学習」で会えるのを楽しみにしています。

～ ＷＥＢサイト開設 ～
　「おんせんキャンパス」を中心とする雲南
市のキャリア教育を紹介するWEBサイトを
オープンします。（３/31予定）
　ぜひご覧ください。

●おんせんキャンパスWEBサイト
　URL：http：//onsen-campus.jp

～ ＷＥＢサイト開設 ～
　「おんせんキャンパス」を中心とする雲南
市のキャリア教育を紹介するWEBサイトを
オープンします。（３/31予定）
　ぜひご覧ください。

●おんせんキャンパスWEBサイト
　URL：http：//onsen-campus.jp

～認定NPO法人カタリバ～
　「おんせんキャンパス」の運営は、認定ＮＰＯ法人カタリバ（本部：東京都）
との連携・協働により行っています。認定ＮＰＯ法人カタリバは、「生き抜く
力を、子ども、若者へ」を理念に活動している教育ＮＰＯで、全国的に活動を
展開されています。

おんせんキャンパスで働くカタリバの皆さん
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多
た え

恵ちゃん（三刀屋町三刀屋）
平成 27年４月 22日生まれ
いつもニコニコお話上手な多恵
ちゃん 　毎日にぎやかで楽しい
ね 　元気に大きくなるんだよ

団だ
ん
の野
智と
も
の
り則
さ
ん
・
倫と
も
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

李
り る

琉ちゃん（大東町下佐世）
平成 27年４月 17日生まれ
わが家のアイドル１歳おめでとう
お姉ちゃん達にいっぱい可愛がって
もらってね

藤ふ
じ
さ
わ澤
拓た
く
や也
さ
ん
・
由ゆ

り里
さ
ん
の
お
子
さ
ん

真
ま こ と

人ちゃん（木次町山方）
平成 27年４月 26日生まれ
まこちゃん我が家に生まれてきて
くれてありがとう 　大きな男に
な～れ 　１歳おめでとう

羽は

の野
真し
ん
や哉
さ
ん
・
志し
お
り織
さ
ん
の
お
子
さ
ん

絢
あ や の

乃ちゃん（木次町里方）
平成 27年４月 17日生まれ
あやのちゃん、１歳おめでとう
これからも素敵な笑顔をたくさん
見せてね

飯い
い
つ
か塚

　暁さ
と
るさ
ん
・
睦む
つ
みさ
ん
の
お
子
さ
ん

柚
ゆ う あ

葵ちゃん（木次町西日登）
平成 27年４月 27日生まれ
１歳おめでとう＾＾　いつも我が
家を太陽のように照らしてくれて
ありがとう 　大好きだよ

桑く
わ
は
ら原
亮り
ょ
う
へ
い平
さ
ん
・
由ゆ

か香
さ
ん
の
お
子
さ
ん

侑
ゆ う り

李ちゃん（三刀屋町三刀屋）
平成 27年４月 18日生まれ
みんなのアイドルゆうちゃん
１歳おめでとう 　お兄ちゃんと
仲良く笑って遊んでね

新に
っ
た田
将ま
さ
や也
さ
ん
・
三み

き

こ
紀
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

 梓
あずさ

ちゃん（大東町下阿用）
平成 27年４月８日生まれ
あっくんお誕生日おめでとう
食べるの大好きお歌大好きで元気に
やんちゃにおっきくなってね

杉す
ぎ
も
と本
雷ら
い
た太
さ
ん
・
真ま

ゆ

こ
由
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

ののわわがが家家 HOPEHOPEHOPE おめでとうおめでとう
４月で４月で４月で 満１歳満１歳満１歳

５月で満１歳（平成27年５月生まれ）のお子さんを募集！
　①写真、②お子さんの名前（ふりがな）、③お子さんの誕生日、④ご両親の名前（ふりがな）、⑤住所、⑥電話番号、
　⑦コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで４月４日(月)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
　※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますのでご注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所情報政策課「わが家のHOPE」係

E-Mail で送付される場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家のHOPE」としてください。）

子育て情報をひとまとめにしたサイトです。ぜひ、活用ください。

http://kosodate-unnan.jp または、右記のQRコードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。雲南市

　正
ま さ と

人ちゃん　　　　　　　　　　　　良
よしゆき

行ちゃん（三刀屋町三刀屋）
平成 27年４月 29日生まれ

１歳のお誕生日おめでとう 　お姉ちゃんとのびのび元気にいっぱい遊んでね

原は
ら

　久ひ
さ
し司
さ
ん
・
怜れ
い
か香
さ
ん
の
お
子
さ
ん



UNNAN◎BIYORI

◀雲子ちゃん

まちの話題を
紹介するよ

吉田町上山の善
ぜん

福
ぷく

寺
じ

で、恒例の「餅さし」行事が
行われ、県内外から多くの参加者や写真愛好家

などでにぎわいました。

▲餅を持ち上げる参加者

餅を持ち上げ競い合う
「餅さし」

２/14
日

　この「餅さし」行事
は、天保11年（西暦
1840年）から始まり、
今日まで約180年も続
いている伝統行事で、約45kgもある大小の餅を片腕
で何回持ち上げられるかを競い合うもので、市の無形
民俗文化財に指定されています。
　餅は、地元の皆さんにより夜中の午前０時過ぎから、
ときの声を７回上げながら、上山の集落センターから
寺の観音堂まで運ばれ、13時から行われた「餅さし」
行事では、参加者が順に大きな餅を担ぎ、回数を競い
合いました。

▲講演をされた陶山さん

幸雲南塾／ラボアカデミーを殿
との

居
い

敷
しき

ふれあい会館（大東町下久野）で開
催し、26人が参加しました。

　今回は、実践事例を学ぶため幸雲南塾４期生の陶
す

山
やま

清
きよ

男
お

さんを招き、現在
チャレンジしている「酒プロジェクト」について講演いただきました。
　「酒プロジェクト」では、殿居敷自治会の有志を中心に地元で収穫した米
を使い、地元の酒造メーカーと協力して、日本酒造りを行い、販売やラベル
のデザインに至るまで取り組んでおられます。

幸雲南塾／ラボアカデミー２/19
金

　　　幸雲南塾６期生、ラボアカデミー生募集！　　　
地域の未来をつくるあなたのチャレンジをお待ちしています！

幸雲南塾2016は地域を良くする仕事づくりをめざす「幸雲南塾」と地域調査を通じて地域づくりを学ぶ「ラ
ボアカデミー」の２つのコースで開催します。

【募集する人】
◆幸雲南塾生（６組程度）
対　　象：社会起業家や地域課題解決につながる仕事づくり

をめざす若者（１人～複数人で応募できます）
内　　容：全国で活躍する先輩実践家の事例発表、若者チャ

レンジコーディネーターによる伴走支援等のサ
ポートを受けながら、地域を良くするビジネスプ
ランをつくり実践します。２月の最終報告会で地
域の方の前でプランを発表します。

受講期間：５月～平成29年２月（10ヵ月間）

◆ラボアカデミー（10人程度）
対　　象：自分たちの住むまちをもっと良くしたい方、地域

づくりを学びたい方
内　　容：雲南市の地域資源や地域課題を、住民アンケート

やフィールドワークを通して学びます。その中で
各自が取り組みたいテーマを見つけ、マイプラン
に起こしていきます。

受講期間：５月～ 10月（６ヵ月間）

※募集期間　４月１日（金）～ 22日（金）
※詳細についての問い合わせは随時受け付けています。（政策推進課　☎0854-40-1011）
※申込受付は、４月１日以降に市ホームページで開始します。

【幸雲南塾2016プレセミナー開講！】
　　　日時：４月９日（土）13:30 ～ 16:30
　　　会場：木次経済文化会館チェリヴァホール３階大会議室（木次町里方55）

まずは話を
聞いてみよう！

　陶山さんは「今後、人との交流を増やし、地元への定住者や交流から生まれた収益を地元に還元したい」と述
べられました。
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UNNAN◎BIYORI

◀雲子ちゃん

まちの話題を
紹介するよ

▲体づくりを学ぶジュニアアスリートたち

スポーツまつりが大東公園体育館でＮ
エヌピーオー

ＰＯ法人 Y
ゆー

u 
G
が く

aku 加茂スポーツクラブ（理事長 深
ふか

田
だ

徳
のり

夫
お

さ
ん）の主催により、市内の小学生から社会人までの約
250人が参加し開催されました。
　このスポーツまつりは、「地域スポーツとトップス
ポーツの好循環推進プロジェクト」の一環として、地
域のスポーツ人材の力を活かし、ネットワークを構築
することで、スポーツによるより豊かな地域づくりを
目的に行われています。

　午前の部では、島根大学医学部整形外科助教 門
かど

脇
わき

俊
まさる

さんによる「ジュニアスポーツで大切なメディカル
ケア」と題した講演会が開催され、講演会終了後には
指導者は門脇さんと意見交換などを行い、ジュニアアス

リートたちは実際にスポーツ医学・リハビリテーショ
ンの専門家から効果的なウォーミングアップやクール
ダウンのストレッチ、動きの基礎を高めるトレーニン
グなどを教わりました。
　また、午後の部では、バスケットやストラックアウ
ト、カローリング、ダンス、ヨガなどを楽しみ、スポー
ツの魅力満載の１日となりました。

　地域スポーツとトップスポーツの好循環推進プロ
ジェクトとは・・・トップアスリートやスポーツ指導
者を活用し、地域スポーツのすそ野の拡大および底上
げを図る事業。文部科学省委託事業で、総合型地域ス
ポーツクラブが取り組んでいる。

▲楽しみながら、いろいろな運動を！

スポーツまつり開催！
みんなでたのしく体づくり♪

２/20
土

県道三刀屋佐田線深谷地区災害防除工事完了記念
式典が「みとや深谷温泉 ふかたに荘」（三刀屋町）

で、関係者ら約 40人が参加し行われました。
　一般県道三刀屋佐田線は、三刀屋町乙加宮の国道
54号を起点とし、佐田町上橋波の国道184号へ至る路
線です。雲南市側の終点手前には、「みとや深谷温泉 
ふかたに荘」があり、市外からも利用が多くあります。
　今回工事を行った区間は、片側が川、反対側が急斜
面の山となっており、崖崩れや落石の危険が常につき
まとい、道幅も狭く対向車とのすれ違いが困難なこと
もあり、早急な対策が求められてきました。
　平成21年12月より、１工区から順次着手され、平成
25年１月には３工区が完成し、昨年10月残っていた２
工区の工事も終わり供用開始となりました。

　県道三刀屋佐田線改良促進期成会の小
こ

林
ばやし

伸
のぶ

樹
き

会長
は、「この完成を機にこの地域がさらに活性化するこ
とを期待する」と述べられました。

▲あいさつをされる小林会長

県道三刀屋佐田線深
ふか

谷
たに

地区
災害防除工事完成

２/28
日
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▲アイシングクッキー作りの様子

今年度も『どようび★えいご』を国際交流員のダ
ニエル・ブロドリックや外国語指導助手を講師

に迎え、12月12日（土）から３月５日（土）まで教育
委員会と地域振興課の主催により全７回シリーズで開
催しました。
　今年度は、市内の小学１年生から４年生までの子ど
もたち45人が参加し、ゲームや工作、クッキング等、

楽しみながら英語を学びました。子どもたちに特に人
気だったのは２回目と５回目に行ったクッキングでし
た。焼いたクッキーの表面を、砂糖や卵白で着色して

デコレーションしたアイシングクッキー作りでは、み
んな、かわいく作ることがができました。

▲創作劇「おおきなかぶ？」

　そして、最終回では、スタッフ一同で英語を使った
創作劇「おおきなかぶ？」を上演しました。かぶを引
き抜くときには、「One，two，three，pull!（ワン、ツー、
スリー、プル！）」と参加した子どもたちも大きな掛
け声を出してくれ、見事かぶを引き抜くことができま
した。
　参加した子どもたちからは「また参加したい」、「もっ
と英語を勉強したい」、「いろいろな人と仲良くなれて
よかった」という声が聞かれました。

どようび★えいご３/５
土

Ａ
Ｂ Ｃ

Ａ
Ｂ Ｃ

加茂Ｂ
ビ ー ア ン ド ジ ー

＆Ｇレスリングクラブ結成15周年プレイベ
ントとして加茂Ｂ＆Ｇ海洋センターで「第８回

L
ラ ブ

OVE W
レ ス リ ン グ

RESTLING C
キ ャ ン プ

AMP I
イン

N 雲南」が開催されま
した。
　長崎県や三重県など全国各地から小中学生94人が参
加し、阿

あ べ

部裕
ひろゆき

幸さん（格闘技スクールＡ
エーエーシーシー

ＡＣＣ代表）
と高

こうさか

阪 剛
つよし

さん（総合格闘技道場 A
ア ラ イ ア ン ス

LLIANCE 代表）
を講師に迎え、マット運動、タックル、ローリングな
どの技を教わりました。また、大人を対象にした教室
も行われ、総合格闘技のテクニックなど迫力の実演も
交えて指導されたほか、「ラグビー日本代表トレーニ
ングコーチ高阪剛の最強トレーニング教室」では、現
役高校生のラグビー選手も加わりフィットネスやタッ ▲指導を受ける子どもたち

クルの指導を受け、世界トップレベルの技術を体感し
ました。

全国の仲間と一緒に
オリンピックへ！

２/27▲

28
土

日

unnanunnan
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三刀屋町中野の地域自主組織「中野の里づくり委
員会」の活動拠点として昨年５月から整備が進

められてきた「中野交
流センター」が完成し、
同施設で開催された竣
工式には関係者約60人
が出席して盛大に完成
を祝いました。
　同施設は、かつて中
野の子どもたちを健や
かに育んできた幼稚園
舎がその面影を残しつ▲看板を掛ける深石会長と速水市長

つ、中野の地域づくりの
活動拠点、避難所機能を
有する施設として生まれ
変わりました。
　会長の深

ふかいし

石広
ひろまさ

正さんは、
竣工式のあいさつの中で

「新しくなった交流セン
ターを拠点に地域づくり

▲あいさつをする深石会長

活動を行い、中野地区をさらに盛り上げていきたい」と
述べられました。

中野交流センター竣工式３/５
土

中
野
交
流
セ
ン
タ
ー

中
野
交
流
セ
ン
タ
ー

中
野
交
流
セ
ン
タ
ー

中
野
交
流
セ
ン
タ
ー

クレストゲート点検放流が尾原ダムで行われました。
11時と13時半の放流時には、迫力ある放流で訪れ

た人を魅了しました。
　また、普段は入ることのできないダムの真下の広場や
ダム内部にあるエレベータや通路も見学ができたほか、
来場者へは限定の尾原ダムカードが配付されました。
　今年は地元グルメを中心に11店舗の出店により飲食や
販売コーナーも楽しめ、多くの家族連れでにぎわってい
ました。

▲迫力ある放流

年に一度の大迫力！３/５
土

平成24年２月にリニューアルオープンした大東農村環境改善
センター「桂荘」の入浴者数が30万人となり記念イベント

が行われました。
　記念すべき30万人目の入浴者となられた小

こ ま つ

松和
か ず み

美さん、武
たけゆき

行
さん夫妻（福岡県）へ、海潮温泉桂荘運営委員会会長 宮

みやがわ

川 昇
のぼる

さんから地元山
さ ん の う じ

王寺の棚田で取れた新米15kgが贈られたほか、
大
だいこくまい

黒舞が披露され来場者へ紅白餅が振る舞われました。
　小松さんは「こんな幸運は初めて。源泉掛け流しを楽しみたい」
と語られました。

▲小松さん（写真中央）を囲んで記念撮影

桂
かつら

荘
そう

入浴者30万人達成３/５
土
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unnan
市長
コラム
市長
コラム

平成27年度第２回加茂町人権セミナーが、雲南市
人権・同和教育推進協議会加茂支部の主催によ

り約60人が参加し、加茂文化ホールラメールで行われ
ました。

▲講演会の様子

　高槻市人権まちづくり協会事務局次長で環境教育事
務所「コミュニティ・オブ・トリーズ」主宰の岡

おか

本
もと

工
こう

介
すけ

さんが、「『差別をなくす』から『手をつなぐ』へ」
と題し、講演されました。十数年にわたる旅の中で
「ルーツを大切に生きる生き方」にたどりついた岡本
さんが、ご自身の体験をもとに、人として豊かに生き
るということについて話されました。参加者からは、
「“差別をなくす ”ことにどのように一歩踏み出してい
けるか。“ 社会も人も自分も変わることができる ” 今
日の機会を大事にしていきたい」「今までに聞いたこ
とのない視点からの人権に関する講演内容で、興味深
かった」などの感想が寄せられました。

「差別をなくす」から「手をつなぐ」へ
加茂町人権セミナー

３/11
金

ラメールミュージカルスクール公演2016「青ネコ
ランド２」が加茂文化ホールラメールで上演さ

れました。

▲約1，000人の観客を魅了

▲生演奏によるミュージカル

▲出演された皆さん

青ネコランド
３/５▲

６
土

日

　スクールに通う、市内外の幼児から高校生49人が約
1，000人の観客の前で、清々しい歌声、真剣な演技、
エネルギッシュなダンスを披露され、子どもたちの一
生懸命な姿に会場は感動に包まれ、拍手が鳴りやみま
せんでした。

　公演終了後、子どもたちは土
つち

江
え

博
ひろ

昭
あき

教育長から修了
証を授与され、１年間の努力をかみしめるとともに、
来年度への決意をあらたにしました。
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心
に
雲
南
市
を
抱
き
つ
つ

　
　
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
！

　
市
内
に
は
３
つ
の
県
立
高
校
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
大
東
高
校
の
卒

業
式
に
出
席
し
ま
し
た
。
毎
年
全
て
の
卒
業
式
に
は
出
席
で
き
ま
せ
ん

が
、
都
度
、
交
わ
さ
れ
る
送
辞
、
答
辞
の
言
葉
に
は
満
ち
溢
れ
た
高
校

生
活
の
充
実
さ
が
込
め
ら
れ
、
出
席
で
き
た
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
就
職
、進
学
へ
の
道
を
歩
ま
れ
ま
す
が
、

定
め
た
目
標
に
向
か
っ
て
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

万
雷
の
拍
手
を
贈
り
な
が
ら
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
外
に

就
職
、
進
学
し
て
も
い
つ
か
必
ず
雲
南
市
に
帰
り
活
躍
い
た
だ
き
た
い
こ

と
も
述
べ
ま
し
た
。

　
雲
南
市
が
誕
生
し
て
12
年
目
の
平
成
28
年
は
、
人
口
の
社
会
増
を
め

ざ
す
事
業
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
若
い
世
代
の
転

出
を
抑
え
、
転
入
を
促
す
対
策
が
必
要
で
す
。

　
今
、
雲
南
市
に
は
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
方
が
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
木
次
の

町
中
に
は
三
日
市
ラ
ボ
と
い
う
改
修
し
た
民
家
を
拠
点
と
し
て
起
業
し

て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。
訪
問
看
護
を
始
め
た
３
人
の
女
性
グ
ル
ー
プ
組

織
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
コ
ミ
ケ
ア
」
も
誕
生
し
ま
し

た
。
良
い
意
味
で
言
わ
れ
る

「
よ
そ
者
・
若
者
・
ば
か
者
」

に
触
発
さ
れ
活
躍
し
て
い
る

市
内
の
若
い
皆
さ
ん
方
も
出

始
め
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
取
り
組
み
や
す
い
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

ま
い
り
ま
す
。

うんなん若者会議で大東高校生
らの企画を講評をする速水市長

unnan
市長
コラム
市長
コラム

木次経済文化会館チェリヴァホールで、雲南市演
劇によるまちづくりプロジェクト実行委員会（委

員長 吾
あ

郷
ごう

康
やす

子
こ

さん）による、雲南市創作市民演劇第
６弾「KOMACHI」の上演が行われました。
　この作品は、これまで「異伝ヤマタノオロチ」、「水
底平家」、「ふることぶみ」、「Takashi」など数々の感
動作品を手がけてきた亀

かめ

尾
お

佳
よし

宏
ひろ

さん（三刀屋高校掛合
分校教諭）が脚本・演出を担当。
　雲南市を舞台に繰り広げられる喜劇と進路に悩む高
校生の切実な物語を融合させたストーリー。
　一般公募で山陰各地から集まった５歳から70歳まで
の出演者とスタッフおよそ70人が、10月から稽古を重
ね、２日間で３公演が行われ、約800人の観客を魅了
しました。

　同演劇の音楽担当であり “ 雲南市の歌 ” の作曲家で
もあるシンガーソングライター菅

すが

田
た

茂
しげる

さんと観客一
緒に “ 雲南市の歌 ” を歌うなど舞台と観客席が一体と
なった公演となりました。
　加えて同委員会は、島根県内で文化芸術の分野で積
極的に創作・発表活動を続け、将来の活躍が期待され
る方々に対して贈られる「島根県文化奨励賞」を受賞
されました。
　平成20年11月に結成後、舞台を作る若者を応援し、
独自の人づくり、まちづくりを進める完全市民参加型
事業などの活動や質の高い演劇活動を提供し続ける姿
勢などが評価されました。今後も幅広い活動が期待さ
れます。

▲３月８日（火）島根県庁知事室で授賞式の様子
（写真右から：吾郷委員長、溝口知事、同実行
委員会事務局小

こばやし

林有
ゆ

希
き

子
こ

さん）

３/12▲

13
土

日

総勢50人の出演者が織りなす
壮大な喜劇“KOMACHI”観客を魅了
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雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

　
当
院
栄
養
管
理
科
で
は
、
入
院
中
の
患
者
さ
ん
の
体
調
や
食

に
対
す
る
希
望
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
試
行
錯
誤
し
て
い

ま
す
。
２
月
に
は
「
適
切
な
ト
ロ
ミ
を
付
け
る
た
め
の
調
理
基

準
を
作
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
栄
養
管
理
科
で
は
、
ト
ロ
ミ
付

け
の
た
め
に
ミ
キ
サ
ー
食
を
利
用

し
ま
す
。
ミ
キ
サ
ー
食
と
は
、
食

材
や
料
理
に
水
分
を
加
え
て
ミ
キ

サ
ー
に
か
け
て
均
質
で
な
め
ら
か

な
状
態
に
し
、
ト
ロ
ミ
調
理
食
品

（
葛く
ず

湯ゆ

の
よ
う
に
ト
ロ
ミ
を
付
け

ら
れ
る
調
理
食
品
）
を
加
え
て
、

か
き
ま
ぜ
、
べ
た
つ
か
ず
、
ま
と

ま
り
が
あ
る
ピ
ュ
ー
レ
・
ペ
ー
ス

ト
状
に
調
整
し
た
食
事
の
こ
と
で

す
。

　
ミ
キ
サ
ー
食
を
提
供
す
る
場
合

と
し
て
は
、

①
脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
で
飲
み
込

み
に
障
害
の
あ
る
場
合

②
明
ら
か
な
飲
み
込
み
の
障
害
は

な
い
が
、
歯
が
無
い
状
態
の
た

め
に
噛
み
切
っ
た
り
す
り
つ
ぶ

し
た
り
等
（
咀そ

嚼し
ゃ
く）
が
難
し
い

場
合
や
、
咀
嚼
が
可
能
で
あ
っ

て
も
固
形
物
だ
と
吐
き
出
さ
れ

る
場
合

③
消
化
管
の
狭き
ょ
う

窄さ
く
な
ど
の
理
由
で

固
形
物
を
食
べ
る
と
詰
ま
っ
て

し
ま
っ
た
り
、
窒
息
の
リ
ス
ク

が
あ
る
場
合
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
研
修
会
で
は
、
ト
ロ
ミ
剤
メ
ー

カ
ー
に
講
師
を
依
頼
し
、
ト
ロ
ミ

剤
の
特
性
や
正
し
い
使
用
方
法
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ト
ロ
ミ
剤

は
、
水
分
の
量
に
よ
っ
て
ト
ロ
ミ

の
度
合
い
が
決
ま
る
と
い
う
こ
と

や
、
温
度
で
も
変
わ
っ
て
く
る
の

で
一
定
の
室
温
で
き
ち
ん
と
ト
ロ

ミ
を
評
価
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
こ
と
な
ど
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
を
う
け
、
職
員
で

試
作
し
た
ミ
キ
サ
ー
食
調
理
基
準

を
適
用
し
て

①
お
か
ず
の
分
量

②
だ
し
汁
の
分
量

③
ト
ロ
ミ
剤
の
分
量

の
早
見
表
を
作
成
し
、
職
員
の
誰

も
が
同
じ
ト
ロ
ミ
を
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
栄
養
管
理
科
は
、
患

者
さ
ん
の
病
状
の
変
化
に
応
じ

て
、
そ
の
時
々
で
適
正
な
ト
ロ
ミ

に
調
整
し
た
食
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
努
め
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

食
を
め
ざ
し
て

栄養管理科より
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雲南病院だより

　
2
月
10
日
（
水
）
に
西
小
学
校
で
、

深ふ
か
ヶが

迫さ
こ
美み

佳か

看
護
師
（
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
う
ん
な
ん
）
が
訪
問
看
護
に
つ
い

て
話
を
し
ま
し
た
。

　
看
護
師
に
つ
い
て
は
知
っ
て
い
て
も
、

訪
問
看
護
師
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な

い
と
い
う
子
ど
も
た
ち
が
多
く
、
住
み
慣

れ
た
自
宅
で
の
療
養
生
活
を
支
え
る
訪
問

看
護
の
仕
事
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
訪
問
カ
バ
ン
の
中
身

を
見
た
り
、
聴
診
器
を
使
っ
た
り
す
る
こ

と
で
医
療
や
看
護
を
身
近
に
感
じ
て
く
れ

た
よ
う
で
す
。
地
域
医
療
を
守
っ
て
い
く

に
は
、
こ
れ
か
ら
を
担
う
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
、
医
療
や
看
護
へ
の
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
当
院
は
、

子
ど
も
た
ち
へ
医
療
や
看
護
体
験
を
行
っ

て
も
ら
う
機
会
の
提
供
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
２
月
18
日
（
木
）
に
平
成
27
年
度
２
回
目
の
火
災

避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
　
　

　
今
回
の
訓
練
で
は
、
患
者
さ
ん
の
避
難
誘
導
お
よ

び
搬
送
を
重
点
的
に
取
り
組
み
、
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
て
ご
っ
人と

」
の
皆
さ
ん
に
模
擬
患
者
役
と
し
て

協
力
し
て
い
た
だ
き
、
緊
張
感
を
持
っ
て
訓
練
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
水
消
火
器
に
よ
る

消
火
訓
練
も
行
い
、
参
加
者
全
員
（
職
員
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
）
で
消
火
器
の
取
扱
方
法
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
今
後
も
訓
練
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
防
災
意
識
を

高
く
持
ち
、
患
者
さ
ん
の
安
全
を
守
れ
る
よ
う
努
め

ま
す
。

　
３
月
５
日
（
土
）、「
う
ん
な
ん
若
者
会

議
医
療
チ
ー
ム
」
の
10
人
が
、
病
院
視
察

さ
れ
ま
し
た
。医
療
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
は
、

主
に
将
来
医
療
職
に
な
り
た
い
と
い
う
希

望
を
持
っ
て
い
る
地
元
高
校
生
や
大
学
生

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
院
の
看
護
師
と
作
業
療
法
士
が
視
察

に
対
応
し
、
な
ぜ
雲
南
市
で
働
く
こ
と
に

し
た
の
か
、
患
者
さ
ん
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
接
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
の
か

な
ど
話
し
ま
し
た
。
地
元
の
学
生
が
自
ら

地
域
医
療
に
関
心
を
持
ち
、
現
場
に
足
を

運
び
、
生
の
声
を
聞
く
こ
と
は
当
院
職
員

に
と
っ
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
。
今
回
の

視
察
内
容
は
、
4
月
２
日
（
土
）、
３
日

（
日
）
の
「
雲
南
市
桜
ま
つ
り
」
で
発
表

さ
れ
る
予
定
で
す
。
う
ん
な
ん
若
者
会
議

医
療
チ
ー
ム
の
発
表
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

訪
問
看
護
師
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？

火
災
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た

う
ん
な
ん
若
者
会
議
医
療
チ
ー
ム
が

病
院
視
察

▲「うんなん若者会議医療チーム」のメンバーと病院職員

▲うんなん若者会議の様子

※
う
ん
な
ん
若
者
会
議
と
は

高
校
生
・
大
学
生
・
社
会
人
が
医
療
・
食
・

ア
ー
ト
な
ど
の
関
心
分
野
に
分
か
れ
て
、

自
分
た
ち
に
も
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
形

を
話
し
合
い
、
お
互
い
に
成
長
し
あ
う
場

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
話
し
合
う

だ
け
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
で
立
て
た
計
画

を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
参
加
者
が
成
長

し
て
い
く
こ
と
が
う
ん
な
ん
若
者
会
議
の

特
徴
で
す
。
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雲南病院だより

展示
コーナ

ーの紹介

　
当
院
で
は
毎
年
３
月
１
日
に
開
院
記
念
式
典
を
開
催
し
、
勤
続
30

年
に
な
る
職
員
を
永
年
勤
続
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
69
回
目
と
な
る
今
年
の
開
院
記
念
式
典
で
は
、
田た

部め
が
井い

邦く
に
夫お

診
療

放
射
線
技
師
、
小こ

林ば
や
し

孝た
か

子こ

看
護
師
、
栗く
り

間ま

優ゆ
う

子こ

看
護
師
の
３
人
へ

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
３
人
は
、今
回
の
受
賞
を
励
み
と
し
て
、

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
命
、
健
康
、
生
活
を
守
る
た
め
、
一
層
の

努
力
を
続
け
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

吉田書道教室

写真中央左：栗間看護師
写真中央　：小林看護師
写真中央右：田部井放射線技師

院内には地域の皆さんの協力により、さまざまな作品展示を行っています。
皆さんぜひご覧ください。

第
69
回
開
院
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
し
た

問い合わせ　　市立病院　保健推進課　☎0854-43-3602

院内サロンとは：
病気についての不安を抱える患者さん・ご家族の交流の場であり情報交換・学習の場です。
参加費は必要ありません。どなたでも自由に参加できるサロンです。

４、 ５月の開催日 （毎月第２ ・第４金曜日）

　４月　８日 （金） ・ ２２日 （金）

　５月１３日 （金） ・ ２７日 （金）

時　間 ： １３時３０分～１５時３０分

場　所 ： 市立病院　南棟２階　ドック検診室
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雲南病院だより

　｢単なるもの忘れ｣ と ｢認知症｣ はどうちがう?�
　歳をとると誰でも忘れっぽくなりますが､ たとえば､ 食べたメニューを思い出せないのは､「単なるも
の忘れ」です｡
　しかし､ 食べたこと自体を覚えていなければ､「認知症」の疑いがあります｡

　｢認知症｣ って､ どんな病気 ?�
　認知症とは､ ｢脳や身体の病気が原因で記憶 ･ 判断力などの障害がおこり､ 普通の社会生活が困難にな
る状態｣ をいいますが､ いくつかのタイプがあります｡

【アルツハイマー型認知症】
　脳の神経細胞が減って脳が小さく萎縮してしまうため
に症状が出るタイプ

【脳血管性認知症】
　脳の血管が詰まったり破れたりして､ その部分の脳の
働きが悪くなるために症状が出るタイプ

【その他の認知症】
　レビー小体 ( 異常な構造物 ) が大脳皮質にたまってし
まうことによる ｢レビー小体型認知症｣ など

　なお､ 脳
のう

腫
しゅ

癌
がん

やビタミン不足などによる病気で認知症の症状がみられることがあります。( 認知症の約
1 割程度 )
　この場合は原因となる病気を治療すれば､ 治る､ あるいは症状が軽くなることがあります｡ これを見分
けるためにも､ 早めにかかりつけ医に相談することが大切です｡

　｢おや ?｣ と思ったら相談を�
　認知症は徐々に進行する病気ですが､ 早めに症状にあった ｢治療と介護｣ を始めれば､ 進行がゆるやか
になることがあり､ 認知症とともに穏やかに暮らしていくことができます｡「ひょっとしたら・・・」と思っ
たら、当院総合相談窓口（本館１階）に相談ください。

雲南市立病院　総合相談窓口　☎0854-43-2390

認知症について知っておきたい基礎知識

正常脳とアルツハイマー型認知症の脳
Ｘ線ＣＴ写真でみると

【アルツハイマー型認知症の脳】 【正常脳】

脳溝の切れ込みが明瞭で、
脳室が大きく拡大。
委縮が進んでいます。

白い頭蓋骨と脳の
すき間がわずかで
脳委縮は目立ちません。

食べたメニューを
思い出せない

食べたこと自体を
覚えていない

単なるもの忘れ

認知症？
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平
成
18
年
４
月
に
設
立
さ
れ
た
身
体
教

育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん
（
以
下
「
研
究

所
」）
は
、
４
月
８
日
（
金
）
に
設
立
10

周
年
記
念
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。（
Ｐ
28
に
関
連
記
事

掲
載
）

　
研
究
所
は
「
高
齢
者
福
祉
施
設
ケ
ア

ポ
ー
ト
よ
し
だ
」
で
の
取
り
組
み
が
前
身

と
な
り
、
高
齢
者
の
自
立
度
・
介
護
予
防

の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
実
績

か
ら
、
合
併
を
機
に
、
高
齢
化
が
進
む
雲

南
市
全
域
に
広
め
よ
う
と
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　４月から母子保健法に基づく乳幼児健診について、子育て支援に視点を
おいた問診票の大幅な見直しを行います。
　乳幼児期の成長発達には個人差が大きく、お子さんの成長や子育てにつ
いて保護者の気がかりや不安があるものと思います。乳幼児健診は発達・
発育や子育ての状況に応じたお子さんの健やかな成長を支援し、栄養・生
活習慣・歯とお口の健康・子育てについて相談に応じます。健診は１時間
半から２時間程度かかりますが、お子さんの発達の節目となる大切な健診
です。必ず受診していただくようお願いします。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
を
再
確
認
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
健
康
づ
く
り
へ
の

提
言
を
行
う
中
で
、
一
人
で
も
多
く
の
皆

さ
ん
が
健
康
で
い
き
い
き
と
過
ご
せ
る
よ

う
、
さ
ら
な
る
発
展
を
期
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
当
日
の
『
身
体

活
動
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
う
ん
な
ん
』
開

催
会
場
に
是
非
お
越
し
い
た
だ
き
、
研
究

所
の
取
り
組
み
に
一
層
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
日
頃
の
健
康
づ
く
り
の

き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん

�

☎
０
８
５
４
―

49
―

９
０
５
０

４ヵ月児健診 10ヵ月児健診 １歳６ヵ月児健診 ３歳児健診

ポイント
股関節脱

だっ

臼
きゅう

の早期
発見

親子の愛着形成

運動発達の確認

生活習慣の確立

行動や認知の発達
社会性の障がいに
つながる状態への
早期支援

視聴、聴覚、発達
等の病気や障がい
の早期発見早期支
援

内　　容
計測・問診・診察・相談指導

離乳食集団指導【４ヵ月児】

歯科口腔集団指導【10ヵ月】

問診・計測・親子歯科診察・診察・相
談指導

心理相談（希望者）

子育て相談【１歳６ヵ月児】

視力検査【３歳児】

　「
生
涯
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
、

小
児
期
か
ら
の
健
康
づ
く
り
」
の
基
本
理

念
に
沿
い
、
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
育
成
、
壮
年
期
の
健
康
増
進
、
高
齢
期

の
介
護
予
防
を
め
ざ
し
、
学
校
・
地
域
・

行
政
機
関
が
連
携
と
協
力
を
し
な
が
ら
、

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
10
年
間
の
様
々
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
振
り
返
り
ま
す
。

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

104

研
究
所
設
立
10
周
年
を
迎
え
て

さ
ら
な
る
活
動
の
発
展
に
向
か
っ
て

連
携
・
協
力
の
10
年
を
振
り
返
る

128

乳幼児健診の問診票が変わります！

健康教室の様子
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　嘘をついてもいい日があるのを
知っていますか？アメリカを含め
て世界の多くの国では、４月１日
はエイプリルフールです。個人レ
ベルからラジオ局、テレビ局、大

企業まで、その１日限りイタズラが風習になってい
ます。
　どんなイタズラをするかと言えば、イギリスのＢ
ＢＣ（英国放送協会）は嘘のニュースを放送し、「テ
レビから匂いが送信できた」、「スパゲティが栽培で
きる植物が発明された」と数千人に信じ込ませまし
た。
　グーグル社も2004年から毎年イタズラをしてい
て、「月に研究センターを作り、求人している」と

発表しました。
　近年、インターネッ
トによって個人も多く
の人にイタズラができ
るようになりました。
　個人レベルでは、嘘をついて信じ込ませることが
できたら“April Fool’s”「エイプリルフール」と
叫ぶのが一般的です。例えば友達に「今日のテスト、
緊張している。今までずっと勉強してきたけど、昨
日の夜全然寝れなかった」とテストがあると思わせ、
パニックにさせます。相手に「テスト忘れた！どう
しようどうしよう！？」と思わせたら「エイプリル
フール」と言います。
　学校でも、大人になって会社でもイタズラあふれ
る一日…自分がイタズラされないように少し警戒し
ながら過ごしますが、その中でも面白いことが必ず
起きるので、みんなが楽しみ、笑える日になると思
います。

―金築さんの活動について教えてください。
　三刀屋町中野地区の福祉推進員として、主に地域で暮らし
ておられる65歳以上の方や未就学のお子さんを対象に福祉
活動をしています。
　個人事業では、音楽療法士として「音楽療法研究所とーん」
という屋号で活動をしています。音楽療法とは、リハビリの
考え方に音楽をとり入れて、効果的に心身の健康づくりをす
る方法です。いきいきサロンや自主組織の介護予防講座、親
子講座など雲南市内の様々な地域にお招きいただき、音楽療
法をさせていただいています。福祉施設や病院では認知症予
防として音楽療法をさせていただいています。
　以前は、東京で音楽療法士の資格を持ちながら施設に勤務
していましたが、生活に密着した健康づくりをもっと勉強し
たい、また、音楽療法がどのように仕事として生かせるか試
してみたいという思いがありました。

―中野地区の印象はどうですか？
　中野に来て２年が経とうとしています。それまでは東京で
生活していましたが、島根にUターンして、ここで生活する
人たちの素敵な思いをとても感じます。私は出雲市出身です
が、「ご縁だわね」ということで受け入れてくださった中野
の皆さんに、本当に感謝しています。
　音楽療法の勉強をするために上京しましたが、東京では、
物が溢れているのに満たされない、常に消費しないと生きて
いけない事に苦しさを感じました。中野は本当に豊かだなと
感じています。

―中野で感じる豊かさとはどんなものですか？
　手前で作った野菜を食べる事ができるという安心感があり
ます。また、美味しい食べ方も地域の方たちは本当によく知っ
ておられます。自然のものを生かし、一から手間をかけて作
ることの楽しさを知っておられる中野の皆さんをとても素敵
だと思います。豊かな生き方を地域の方からもっともっと学
びたいと思っています。
　
―音楽療法に対する地域の方からの声はどうですか？
　面白かったのは「歌はあたりさわりがなくていい」と言わ
れたことですね（笑）。ゲームなどではどうしても勝ち負け
がついたりしますが、音楽療法は気持ちよく歌うことやよく
口をあけるとか、そういったことを大切にしています。
　音楽療法をより生かすために、心理学を勉強してきました。
中野の方がどんなことに困っておられるのか、本当に伝えた
いことはなんなのかを考え、話しやすい相手になれることを
心掛けています。

―活動の今後の展望などを教えてください。
　中野地区では、最近若い人たちのグループの活動も活発に
なってきていると感じています。音楽をとおし、若い人から
高齢者まで多世代の交流を作っていきたいと思っています。
しめ縄づくりや神楽に若い人たちが参加している姿をみる
と、年齢に関係なく、お互い興味のあることでつながりがで
きそうだなと感じています。
　中野で仕事をすることで、温かさをたくさん受け取ること
ができました。この素敵な感覚を発信していきたいと思って
います。

金
かね

築
つき

　朋
とも

子
こ

さん 「豊かさ」を感じながら中野の里づくり委員会　福祉推進員
音楽療法研究所とーん代表

うん、なんでしょ
う国際交流員（CIR）の迷言コーナーHello Everyone

こんにちは、ダニエルです。

若者による地域課題解決をすすめる『若者チャレンジ』を紹介する

▲同僚のオフィスを風船でいっぱい
にするイタズラ

うんなんの若チャレ
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あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

み
と
や
病
後
児
保
育

室
開
設

こ
っ
こ
ろ
パ
ス
ポ
ー
ト

全
国
利
用
開
始

高
齢
者
に
か
か
る

相
談
窓
口

　
子
ど
も
政
策
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
４

　
子
育
て
と
就
労
の
両
立
を
支
援

す
る
た
め
、
病
気
回
復
期
の
お
子

さ
ん
を
一
時
的
に
預
か
る
病
後
児

　
子
ど
も
政
策
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
４

　
４
月
か
ら
「
こ
っ
こ
ろ
パ
ス

ポ
ー
ト
」
の
全
国
利
用
が
は
じ
ま

り
ま
す
。
全
国
共
通
ロ
ゴ
マ
ー
ク

の
入
っ
た
「
こ
っ
こ
ろ
パ
ス
ポ
ー

ト
」
を
提
示
す
る
と
、
全
国
共
通

展
開
協
賛
店
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
３

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら

保
育
施
設
を
４
月
よ
り
三
刀
屋
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
し
ま

す
。
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前

に
登
録
等
の
手
続
き
が
必
要
で
す

の
で
、
子
ど
も
政
策
課
ま
た
は
み

と
や
病
後
児
保
育
室
に
相
談
く
だ

さ
い
。

【
利
用
場
所
】　

　
三
刀
屋
町
三
刀
屋
１
２
１
２-

３

（
三
刀
屋
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

【
利
用
開
始
日
】　

　
４
月
７
日
（
木
）
か
ら
利
用
可

能
予
定

※�

１
日
か
ら
開
設
し
ま
す
が
、
準

備
の
都
合
上
、
児
童
の
受
け
入

れ
は
７
日
ご
ろ
に
な
る
予
定
で

す
。

【
対
象
児
童
】　

　
保
護
者
の
勤
務
等
の
都
合
に
よ

り
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
場
合

で
、
か
か
り
つ
け
医
が
病
後
児
保

育
に
適
合
す
る
と
判
断
し
た
乳
幼

児
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
児

童
と
し
ま
す
。

【
定
　
　
員
】　

　
２
人

【
利
用
で
き
る
日
】　

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
（
た

だ
し
、祝
日
、年
末
・
年
始
は
除
く
）

【
利
用
で
き
る
時
間
】

　
８
時
か
ら
18
時
ま
で

【
利
用
料
金
】　

　
１
回
１
５
０
０
円
（
食
事
な
し

の
場
合
は
１
２
０
０
円
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
み
と
や
病
後
児
保
育
室

　
☎
０
８
５
４-

45-

５
０
０
１

（
４
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
）

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

◆
こ
っ
こ
ろ
パ
ス
ポ
ー
ト
と
は

　
①
満
18
歳
未
満
、
も
し
く
は
満

18
歳
と
な
っ
た
最
初
の
３
月
31
日

を
迎
え
る
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
１

人
で
も
い
る
家
庭
　
②
妊
娠
中
の

方
が
い
る
家
庭
（
プ
レ
マ
マ
）
を

対
象
に
各
家
庭
に
１
枚
交
付
し
ま

す
。

【
利
用
方
法
】　

　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
た

家
庭
は
、
協
賛
店
舗
等
に
お
い
て

パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
協
賛
店
舗
が
そ
れ
ぞ
れ
設
定

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
全
国
共
通
ロ

ゴ
マ
ー
ク
入
り
パ

ス
ポ
ー
ト
の
新
規

交
付
、
切
替
手
続

き
の
窓
口
は
子
ど

も
政
策
課
ま
た
は

各
総
合
セ
ン
タ
ー

市
民
福
祉
課
で
す
。
現
在
お
持
ち

の
カ
ー
ド
と
の
切
替
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
カ
ー
ド
を
窓
口
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
島
根
県
内

の
協
賛
店
に
お
い
て
は
、
引
き
続

き
全
国
共
通
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
無
い

従
来
の「
こ
っ
こ
ろ
パ
ス
ポ
ー
ト
」

す
た
め
に
、
高
齢
者
や
家
族
の
方

か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
認
知
症
に
関
す
る
こ
と
や
介
護

に
つ
い
て
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
お
困
り
の
方
は
、
本
人
・
家
族

を
問
わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
り

ま
す
。

　
な
お
、
高
齢
者
虐
待
、
認
知
症

徘
徊
に
か
か
る
相
談
は
次
の
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
６

平
成
28
年
４
月
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
三
刀
屋
は
市
役
所
本
庁

舎
に
統
合
し
ま
し
た
。

センター名 対象地域
地域包括支援センター
　☎0854－40－1043　　　　

木次町・三刀屋町・吉田町
掛合町・市内全域

地域包括支援センター大東
　☎0854－43－5671
（夜間は本庁に転送となります。）

大東町・加茂町

高齢者虐待・認知症徘徊専用
　☎0854－40－1066

（24 時間対応）
市内全域

◎
平
成
27
年
度
島
根
県
ス
ポ
ー
ツ

　功
労
者
表
彰

　
妹せ
の

尾お

幸こ
う

二じ

さ
ん(

三
刀
屋
町)

　
雲
南
市
お
よ
び
関
係
施
設
に
次

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
雲
南
市

車
椅
子

テ
ィ
ー
エ
ス
ア
ル
フ
レ
ッ
サ
株
式
会
社

四
点
杖

　「
小
さ
な
親
切
」運
動
山
陰
本
部

ふ
る
さ
と
納
税

　
山や
ま
さ
き﨑
富と
み

男お

さ
ん（
広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町

）

　
佐さ

藤と
う

和か
ず
の
り紀
さ
ん（
広
島
県
呉
市
）

　
太お
お

田た

憲け
ん

二じ

さ
ん（
広
島
県
広
島
市
）

市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

Inform
ation from

        the U
N

N
AN

 city
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特
定
高
齢
者
の

介
護
予
防
事
業

成
人
健
診
の
し
お
り

配
布

軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
３

　
特
定
高
齢
者
に
該
当
さ
れ
た
方

へ
、
希
望
に
応
じ
て
心
と
身
体
の

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
介
護

予
防
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
に
こ
に
こ
教
室

①
「
に
こ
に
こ
運
動
教
室
」

　（
運
動
の
項
目
で
特
定
高
齢
者

　
に
該
当
し
た
方
）

【
内
容
】

　
膝
や
腰
に
負
担
の
少
な
い
水
中

運
動
や
、
自
宅
で
も
で
き
る
室
内

運
動
な
ど
（
※
治
療
中
の
病
気
や

身
体
の
状
態
に
よ
っ
て
は
参
加
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

【
期
間
】
６
月
～
12
月
（
全
20
回
）

　
１
回
２
時
間
程
度

【
会
場
】

　
ケ
ア
ポ
ー
ト
よ
し
だ
（
各
町
か

ら
ケ
ア
ポ
ー
ト
よ
し
だ
ま
で
は
送

迎
あ
り
）

【
利
用
料
】
１
回
４
０
０
円

②
「
に
こ
に
こ
健
口
教
室
」

　（
口
腔
の
項
目
で
特
定
高
齢
者

　
に
該
当
し
た
方
）

【
内
容
】

　
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
等
に

よ
る
口
周
り
の
体
操
や
、
口
腔
内

の
お
手
入
れ
方
法
な
ど
の
指
導

【
期
間
】
9
月
～
12
月
（
全
5
回
）

　
健
康
推
進
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
５

　
平
成
28
年
度
雲
南
市
が
実
施
す

　
税
務
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
４

　
身
体
障
が
い
者
等
の
た
め
に
利

用
す
る
軽
自
動
車
等
で
、
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請

す
る
と
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

ま
す
。

【
対
象
】

・�

身
体
障
が
い
者
等
の
た
め
に
使

用
す
る
軽
自
動
車
等
で
、
一
定

　
１
回
２
時
間
程
度

【
会
場
】
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
利
用
料
】
無
料

③
「
に
こ
に
こ
栄
養
教
室
」

　（
栄
養
の
項
目
で
特
定
高
齢
者

　
に
該
当
し
た
方
）

【
内
容
】

　
管
理
栄
養
士
等
に
よ
る
自
宅
で

実
践
し
や
す
い
食
生
活
の
工
夫
な

ど
の
栄
養
指
導

【
期
間
】
随
時

【
会
場
】

　
自
宅
ま
た
は
各
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー

【
利
用
料
】
無
料

◆
は
つ
ら
つ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

【
内
容
】

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
、
運
動
・
口

腔
機
能
向
上
や
栄
養
改
善
を
総
合

的
に
指
導

【
期
間
】
通
年
（
月
３
回
）

【
会
場
】

　
各
交
流
セ
ン
タ
ー
等
（
自
宅
か

ら
会
場
ま
で
は
送
迎
あ
り
）

【
利
用
料
】
１
回
１
０
０
０
円

　
　（
送
迎
・
昼
食
代
を
含
む
）

　
教
室
へ
の
参
加
希
望
・
詳
細
に

つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
市

民
福
祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

参考：平成27年度成人健診のしおり

の
要
件
を
満
た
す
も
の

・�

そ
の
構
造
が
専
ら
身
体
障
が
い

者
等
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
軽
自
動
車
等

・�

公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る

軽
自
動
車
等

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・�

軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書
（
個

人
番
号
ま
た
は
法
人
番
号
の
記

載
が
必
要
で
す
。）

・�

減
免
申
請
内
容
が
確
認
で
き
る

書
類
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦

傷
病
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳
の
写

し
等
）

・�

該
当
車
両
の
車
検
証
の
写
し

・�

運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証
の

写
し

・�

委
任
状
（
代
理
人
の
方
が
提
出

さ
れ
る
場
合
）

・�

納
税
義
務
者
の
個
人
番
号
が
確

認
で
き
る
も
の（
番
号
カ
ー
ド
・

通
知
カ
ー
ド
等
）

・�

提
出
さ
れ
る
方
の
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
等
）

【
申
請
の
受
付
期
間
】

　
４
月
１
日（
金
）か
ら
５
月
31
日

（
火
）の
間
に
税
務
課
ま
た
は
各

総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
留
意
事
項
】

　
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
一
人
の
障
が
い
者
等
に
対
し

て
普
通
自
動
車
、
軽
自
動
車
を
問

る
特
定
健
康
診
査
や
各
種
が
ん
検

診
の
日
程
等
が
掲
載
さ
れ
た
『
雲

南
市
成
人
健
診
の
し
お
り
』
を
４

月
末
に
全
戸
配
布
し
ま
す
。
こ
の

し
お
り
を
、
家
族
の
受
診
計
画
に

活
用
く
だ
さ
い
。
こ
の
し
お
り

は
、
年
に
一
度
の
配
布
と
な
り
ま

す
の
で
、
１
年
間
大
切
に
保
管
し

ま
し
ょ
う
。�

わ
ず
一
台
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
税
務
課
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
税
務
課

　
☎
０
８
５
４-

40-
１
０
３
４

　
平
成
28
年
度
固
定
資
産
税
（
土

地
・
家
屋
）
の
縦
覧
帳
簿
に
よ
る

縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
縦
覧
帳
簿
】

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　（
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

価
格
を
記
載
）

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　（
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

構
造
、
床
面
積
、
価
格
を
記
載
）

【
縦
覧
で
き
る
方
】

　
市
内
に
所
在
す
る
土
地
ま
た
は

家
屋
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産

税
の
納
税
者

※�

土
地
（
家
屋
）
の
み
を
所
有
し

て
い
る
方
は
、
土
地
（
家
屋
）

の
縦
覧
帳
簿
だ
け
が
縦
覧
で
き

ま
す
。
免
税
点
未
満
の
方
は
縦

覧
で
き
ま
せ
ん
。

【
縦
覧
日
時
】

　
４
月
１
日
（
金
）
か
ら
５
月
31

日
（
火
）
ま
で
。
８
時
30
分
か
ら

17
時
ま
で
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
縦
覧
場
所
】

　
税
務
課
（
市
全
域
）
ま
た
は
総

合
セ
ン
タ
ー
（
該
当
町
の
み
）
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野
焼
き
の
禁
止

た
め
池
の
整
備

雲
南
市
森
林
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

　
環
境
政
策
課

　
☎
０
８
５
４-
40-

１
０
３
３

　
野
焼
き
（
野
外
焼
却
）
は
、「
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
ム
缶
等
で
の
焼
却
や
、
法
令

で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た

さ
な
い
焼
却
炉
で
ご
み
を
燃
や
す

こ
と
も「
野
焼
き
」に
な
り
ま
す
。

　
野
焼
き
は
廃
棄
物
の
不
適
正
処

理
で
あ
り
、
焼
却
温
度
が
低
い
た

め
燃
や
す
も
の
に
よ
っ
て
は
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
が
発

生
し
、
人
の
健
康
や
自
然
環
境
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
家
庭

ご
み
は
、
ご
み
の
収
集
に
出
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

次
の
場
合
に
行
う
野
焼
き
は
例
外

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
時
間
帯
や

風
向
き
な
ど
に
注
意
す
る
な
ど
、

付
近
へ
の
十
分
な
配
慮
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
家
庭
ご
み
を
一
緒
に

焼
却
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

①�

農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営

む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の

と
し
て
行
わ
れ
る
場
合

②�

震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜

害
そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、
応

急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た
め
に

必
要
な
場
合

③�

風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の

　
農
林
土
木
課

　
☎
０
８
５
４-
40-
１
０
５
３

　
た
め
池
の
修
繕
・
廃
止
に
つ
い

て
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
農
林
土

木
課
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
農

林
土
木
課
へ
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
農
林
振
興
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
１

　
山
林
で
未
利
用
と
な
っ
て
い
る

間
伐
材
な
ど
を
搬
出
、
収
集
す
る

「
市
民
参
加
型
収
集
運
搬
シ
ス
テ

ム
事
業
」
に
つ
い
て
、
平
成
27
年

度
は
約
３
０
０
人
の
登
録
者
の
皆

行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
場

合
（
と
ん
ど
祭
り
等
）

④�

た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営

む
う
え
で
通
常
行
わ
れ
る
場
合

で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

⑤�

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ

の
施
設
の
管
理
を
行
う
た
め
に

必
要
な
場
合

　
な
お
、
違
反
し
た
場
合
は
、
５

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
０

万
円
以
下
の
罰
金
（
ま
た
は
そ
の

併
科
）
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

さ
ん
に
よ
り
、
合
計
１
２
２
４
ト

ン
の
林
地
残
材
を
集
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
林
地
残
材
の
収
集
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
収
集
さ
れ
た
林
地
残
材
は
チ
ッ

プ
に
加
工
さ
れ
、
市
内
４
つ
の
公

共
施
設
で
給
湯
や
空
調
用
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
も
林
地
残
材
の
目
標
収

集
量
を
１
５
０
０
ト
ン
に
設
定
し

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
計
画

で
す
。

　
こ
の
市
民
参
加
型
収
集
運
搬
シ

ス
テ
ム
に
登
録
い
た
だ
く
た
め
の

登
録
者
講
習
会
を
下
記
の
と
お
り

計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
登
録
者
講
習
会
開
催
予
定
】

　
第
１
回
　
６
月
４
日
（
土
）　

　
第
２
回
　
６
月
５
日
（
日
）

　
第
３
回
　
７
月
23
日
（
土
）

　
第
４
回
　
７
月
24
日
（
日
）

　
第
５
回
　
11
月
19
日
（
土
）

　
第
６
回
　
11
月
20
日
（
日
）

※�

市
民
参
加
型
収
集
運
搬
シ
ス
テ

ム
へ
の
参
加
に
は
登
録
者
講
習

会
の
受
講
が
要
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
講
習
会
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

いきいき運動川柳入選作品決定！ 【問】身体教育医学研究所うんなん　☎0854－49－9050

　今年度で４回目となる「いきいき運動川柳2015」
について市報（平成27年９月号）等で募集を行っ
たところ、たくさんの応募をいただき、ありがとう
ございました。
　今年も市内外から、合計49作品の応募がありま
した。この中から研究所において、厳正な審査を行
い、このほど入選作品を決定しましたので紹介しま
す。
　入選された方には副賞を送らせていただきます。

いきいき運動川柳入選作品
【最優秀賞】
　「あちこちを　伸ばして命　また延ばす」

　（三刀屋町　64歳　女性）
【優秀賞】（3点）
　「ガラス窓　映るメタボに　目をそらす」

　（吉田町　68歳　女性）
　「息切れも　数えて欲しい　歩数計」

　（大東町　75歳　男性）
　「ウォーキング　気分は足より　遥か先」

　（大東町　75歳　男性）

～さまざまな広報媒体で活用します～
　これら入選作品については、今後さまざまな広報媒体に活用し、運動 (体を動かすこと）の大切さを
伝えていくこととしています。平成28年度以降も引き続き実施していく予定ですので、今後もたくさ
んの方からの応募をお待ちしています。
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市
営
・
県
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

　
建
築
住
宅
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
４
月
５
日
（
火
）
か
ら
４
月
12

日
（
火
）
17
時
締
切

【
申
し
込
み
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
（
雲
南

住
宅
管
理
事
務
所
）
に
備
え
る
申

込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記
入

し
、
必
要
な
書
類
等
（
住
民
票
・

所
得
課
税
証
明
書
等
）
を
確
認
の

う
え
、直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
団
地
】

　
４
月
１
日
に
雲
南
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
お
よ
び
島
根
県
住
宅
供
給
公

社
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

◆
県
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

４
月
23
日
は

子
ど
も
読
書
の
日

　
社
会
教
育
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３

　「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」（
２
０
０
１
年
）

に
よ
り
、
子
ど
も
読
書
の
日
が
制

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
読
書
の
日
」
の
目
的

・ 

国
民
の
間
に
広
く
子
ど
も
読
書

活
動
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心

を
深
め
る
。

・ 

子
ど
も
が
積
極
的
に
読
書
活
動

を
行
う
意
欲
を
高
め
る
。

　
各
市
立
図
書
館
で
は
、こ
の「
子

ど
も
読
書
の
日
」
に
ち
な
ん
で
図

書
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
を
機
会
に
図
書
館
に
行
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
各
市
立

図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
各
館
の
電
話
番
号
や
休
館
日

は
、図
書
館
だ
よ
り
（
34
ペ
ー
ジ
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅

　（
雲
南
管
内
）
入
居
者

　
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
は

随
時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
空

き
部
屋
等
の
詳
細
は
、
島
根
県
住

宅
供
給
公
社
（
雲
南
住
宅
管
理
事

務
所
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
（
雲
南

住
宅
管
理
事
務
所
）

　
８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

　
☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種 【問】健康づくり政策課　☎0854－40－1045

　平成28年度（４月１日から平成29年３月31日）の定期接種を次のとおり実施します。
【接種対象者】雲南市内に住民登録があり、次のいずれかの要件を満たしている方
　(1) 平成28年度　節目年齢該当者

　（2）60歳から65歳未満の方（接種日年齢）で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極
　　度に制限される程度の障がいやヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な
　　程度の障がいがある方
【接種回数】1 回　　
【接種方法】雲南市と契約している医療機関で接種
　　　　　  ※接種できる医療機関は４月末に全戸に配布する「平成28年度雲南市成人健診のしおり」で確
                    認してください。
【自己負担金】3,000 円（生活保護を受けている方は無料で接種ができます）
【持参するもの】健康保険証、自己負担金
　※高齢者肺炎球菌予防接種予診票は医療機関にあります。
　ただし、すでに肺炎球菌ワクチン（ニューモバックス NP）を接種したことがある方は対象とはなりません。
　また、現時点では、定期の予防接種を受ける機会は、平成30年度までの該当する年度のみとなります。

対象者 生年月日
65歳となる方 昭和26年４月２日生～昭和27年４月１日生
70歳となる方 昭和21年４月２日生～昭和22年４月１日生
75歳となる方 昭和16年４月２日生～昭和17年４月１日生
80歳となる方 昭和11年４月２日生～昭和12年４月１日生
85歳となる方 昭和　６年４月２日生～昭和　７年４月１日生
90歳となる方 大正15年４月２日生～昭和　２年４月１日生
95歳となる方 大正10年４月２日生～大正11年４月１日生
100歳となる方 大正　５年４月２日生～大正　６年４月１日生



市報うんなん  No.137 26

公
共
職
業
訓
練
「
７

月
期
受
講
生
」
募
集

「
ジ
ョ
イ
メ
イ
ト
し
ま
ね
」

を
ご
存
知
で
す
か
？

　
産
業
推
進
課

　
☎
０
８
５
４-
40-

１
０
５
２

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根
で
は

「
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
」、

「
金
属
加
工
科
」、「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
技
術
科
」
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。

【
対
象
】

　
求
職
者
の
方

【
募
集
期
間
】

　
５
月
２
日
（
月
）
か
ら
６
月
６

日
（
月
）
ま
で

【
説
明
・
見
学
会
】

　
５
月
９
日
（
月
）、
５
月
23
日

（
月
）、
６
月
３
日
（
金
）

【
訓
練
期
間
】

　
７
月
５
日
（
火
）
か
ら
12
月
27

日
（
火
）
ま
で

　
産
業
推
進
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
県
と
市
町
村
が
中
小
企
業
で
働

く
人
に
、
大
企
業
並
み
の
福
利
厚

生
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
立
し
た
法
人
で
す
。
一
人
に

つ
き
、
月
額
１
０
０
０
円
の
会
費

で
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

各
種
検
診
に
補
助
が
あ
り
ま

す
。

※�

魅
力
あ
る
旅
行
ツ
ア
ー
に
格
安

料
金
で
参
加
で
き
ま
す
。

※�

お
祝
い
ご
と
、
ご
不
幸
が
あ
っ

た
と
き
に
は
、
慶
弔
給
付
金
を

お
支
払
い
し
ま
す
。

※�

宿
泊
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
提
携
施
設

で
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※�

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
チ
ケ
ッ
ト

を
割
引
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
ジ
ョ
イ
メ
イ
ト
し
ま
ね

　
☎
０
８
５
２-

28-

６
５
５
５

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　http://w
w
w
.joym

ate.or.jp/

毎月第３日曜日は
うんなん家庭の日

社会教育課　☎0854-40-1073

４月は17日
雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

　
☎
０
８
５
２-

31-

２
３
０
９

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
雲
南
出
張
相
談
会

　
産
業
推
進
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
働
く
こ
と
に

悩
み
を
抱
え
る
若
年
者
の
自
立
に

向
け
て
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
や

家
族
の
方
、
関
係
機
関
の
方
々
か

ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
予
約
が

必
要
で
す
。

【
日
時
・
場
所
】

　
４
月
27
日
（
水
）

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南

　
13
時
か
ら
16
時
ま
で

　（
毎
月
の
第
４
水
曜
日
開
催
）

【
対
象
者
】

　
15
歳
か
ら
概
ね
40
歳
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
サ
ポ
ス
テ
松
江
）

　
☎
０
８
５
２-
33-
７
７
１
０

雲南市消費生活センター　☎0854-40-1123問い合わせ 島根県消費者センターマスコット
キャラクターだまされないゾウくん

く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口

く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口

く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口

５つの誤解正しく知って、よく検討！電力小売全面自由化の
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国民健康保険の資格取得・喪失の届出を！ 【問】市民生活課　☎0854－40－1031

　４月は就職、離職、転出等で国民健康保険の資格の取得や喪失が最も多くなる時期です。
　特に就職、離職に伴う国民健康保険の手続きを忘れられることが多くあります。
　これまで会社の健康保険に加入されていた方が離職した場合は、取得手続が必要です。また、国民健康保
険に加入されていた方が就職等により会社の健康保険に加入された場合は、国民健康保険の喪失手続が必要
です。忘れずに手続きを行ってください。

◇ 入院時の食事代は、食事療養にかかる費用の額から、標準負担額を控除した額を国保が負担します。４月
から、市民税課税世帯の標準負担額が引き上げられます。ただし、市民税非課税世帯、指定難病および小
児慢性特定疾病児童等の標準負担額は据え置かれます。

　交通事故などの第三者行為でけがなどをした場合も国保で医療を受けることができます。国保で治療を受
けた場合は、必ず「第三者行為による傷病届」を提出してください。ただし、加害者から治療費を受け取っ
たり、示談を済ませたりすると国保が使えなくなります。示談の前に必ず相談してください。

こんなとき 届出に必要なもの

資
格
取
得
・
変
更

他の市区町村から転入してきた 他の市区町村の転出証明書、印鑑
職場の健康保険をやめた 職場の健康保険をやめた証明書、印鑑
職場の健康保険の被扶養者から外れた 被扶養者でない理由の証明書、印鑑
子どもが生まれた 保険証、母子健康手帳、印鑑
同じ市区町村内で住所が変わった
世帯主や氏名が変わった
世帯が分かれたり、一緒になった

保険証、印鑑

修学のために別に住所を定める 保険証、在学証明書、印鑑
生活保護を受けなくなった 保護廃止決定通知書、印鑑
外国籍の方が加入する 外国人登録証明書

資
格
喪
失

他の市区町村に転出する 保険証、印鑑
職場の健康保険に加入した
職場の健康保険の被扶養者になった

国保と職場の健康保険の両方の保険証（未交付の場合は
加入を証明するもの）、印鑑

国保の被保険者が死亡した 保険証、死亡を証明するもの、印鑑
生活保護を受けるようになった 保険証、保護開始決定通知書、印鑑
外国籍の方がやめる 保険証、外国人登録証明書

※平成28年1月からマイナンバーの利用開始に伴い、国民健康保険の手続きで、届出書や申請書に個人番号の記入と本
　人確認が必要となります。

区　　　　　　分
平成28年３月まで 平成28年４月以降

標準負担額（１食） 標準負担額（１食）

市民税課税世帯 ２６０円 ３６０円

市　民　税
非課税世帯

90 日までの入院 ２１０円

変更なし90 日を超える入院 １６０円

所得が一定基準に満たない世帯※ １００円
※ 世帯主と国保加入者の各収入金額から、必要経費・控除額を差し引いた所得がいずれも

０円となる世帯で 70 歳以上の方

国民健康保険　こんなときは届出を！

４月から入院時の食事が変わります

交通事故にあったとき
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小
規
模
企
業
共
済
制
度

　
商
工
観
光
課

　
☎
０
８
５
４-
40-

１
０
５
４

　
小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
小

規
模
企
業
の
経
営
者
の
た
め
の
退

職
金
制
度
で
す
。
掛
金
は
毎
年
、

全
額
所
得
控
除
と
な
る
た
め
節
税

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
商
工
会
、
青
色
申
告

会
、
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　http://w
w
w
.sm
rj.go.jp/

skyosai/

【
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
】

　
☎
０
５
０-

５
５
４
１-

７
１
７
１

　（
平
日
：
９
時
か
ら
19
時
ま
で
、

土
曜
：
10
時
か
ら
15
時
ま
で
）

　
地
域
振
興
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
１
３

　
３
月
６
日
（
日
）、
さ
く
ら
お

ろ
ち
湖
ボ
ー
ト
競
技
施
設
周
辺
で

サ
サ
ベ
ザ
ク
ラ
の
記
念
植
樹
が
行

わ
れ
ま
し
た
。参
加
さ
れ
た
方
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　
須す

山や
ま
の
り
か
ず

紀
和
さ
ん
（
三
刀
屋
町
）

　
つ
わ
も
の
会（
吾あ

郷ご
う
ひ
ろ
ゆ
き

廣
幸
さ
ん
）

　
公
益
財
団
法
人
　
奥
出
雲
多
根

自
然
博
物
館（
宇う

だ田
川が
わ
か
ず
よ
し

和
義
さ
ん
）

（
　
）
内
は
団
体
の
代
表
者
名

「身体活動促進フォーラム in うんなん」を開催します！ 【問】身体教育医学研究所うんなん
　☎0854－49－9050

　身体教育医学研究所うんなんは、４月で設立10周年を迎えます。平成18年４月の設立からの10年間の活
動を振り返るとともに、今後の取り組みについての提言を行う「身体活動促進フォーラム in うんなん」を
次のとおり開催します。多くの皆さんの来場をお待ちしています（Ｐ20に関連記事掲載）。

【日　時】４月８日（金）13：20 ～ 16：50（受付 12：40 ～）
【場　所】木次経済文化会館チェリヴァホール　２階ホール
【内　容】テーマ「地域で育む健康長寿～研究所の10年の歩みと今後の展望～」
　　　　 事例発表（高齢者の身体活動、幼児期の運動あそび、地域運動指導員）
　　　　 記念講演　講師：成

なり
田
た

真
ま ゆ み

由美さん（パラリンピック競泳金メダリスト）
　　　　 　　　　　演題：「自分の可能性を求めて」
　　　　 パネルディスカッション　テーマ「健やかなからだを育む」
　　　　 　　　　　コーディネーター：武

む
藤
とう

　芳
よし

照
てる

さん（日体大総合研究所長、雲南市名誉顧問）
　 　　　　　　　　パネリスト　　　：坂

さかもと
本　　弘

ひろし
さん（元オリンピック競泳選手、加茂町出身）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  錦
にしこおり

織　弘
ひろ

子
こ

さん（雲南市地域運動指導員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  武

たけなが
永　恭

きょうこ
子さん（雲南市立西幼稚園長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  成田真由美さん（講演講師）
【参加費】無料

１
０
０
年
先
も
誇
れ
る

森
づ
く
り
記
念
植
樹

狂
犬
病
予
防
集
合

注
射

　
環
境
政
策
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　
犬
を
飼
育
す
る
と
き
は
、
狂
犬

病
予
防
法
に
基
づ
き
、
市
へ
登
録

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
飼
い
犬
は
狂
犬
病
予
防
注
射

を
毎
年
受
け
さ
せ
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
集
合
注
射
の
日

程
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
ご

都
合
を
つ
け
て
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

　
時
間
・
場
所
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
飼
い

主
の
方
へ
は
別
途
ハ
ガ
キ
に
よ
り

案
内
し
ま
す
。

町　名 実施日

大 東 町
４月25日（月）、26日（火）、28日（木）
５月２日（月）

加 茂 町 ４月21日（木）、22日（金）
木 次 町 ５月12日（木）、13日（金）
三刀屋町 ５月16日（月）、17日（火）
吉 田 町 ４月18日（月）、19日（火）
掛 合 町 ４月14日（木）、15日（金）

コーディネーター
武藤芳照さん

講演講師
成田真由美さん

29 市報うんなん  No.137

雲南市観光振興計画を策定 【問】商工観光課　☎0854－40－1054

　雲南市の多様な観光資源を活用して、観光消費額を伸ばしていくことを目的に、観光関係者や市民が一体
となって取り組む観光振興の重点戦略をまとめた「雲南市観光振興計画」を策定しました。
　本計画の策定にあたっては雲南市観光振興計画策定委員会およびワーキング部会を設置し、既存事業の
チェックや分析手法に加え、来訪者アンケート調査の結果も参考にしながら議論を重ねました。

【計画期間】平成28年度から32年度までの５年間
【基本理念】みんなで挑戦！雲南のほんものを活かした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域が潤う観光まちづくり
【８つの重点戦略】
　（1）雲南市観光振興会議と観光マーケティングチームの設置
　（2）市民を巻き込んだ観光まちづくりの推進
　（3）「たたら」への追い風を活かした観光地づくり
　（4）日本版Ｄ

ディーエムオー
ＭＯ※をめざした観光協会の機能強化

　（5）マーケティング手法を活用した情報発信
　（6）アクセスの良さを活かした観光ルート開発
　（7）道の駅等の目的地化、中心市街地の活性化、アウトドア施設等の活用
　（8）産業や地域の取り組みを活かした新たな観光推進
　※日本版ＤＭＯ
　　欧米にある「ＤＭＯ（Destination Marketing ／ Management Organization の略）」と呼ばれる組織を参考として考案されたもので、
　　観光庁が各地で設立を促進している観光マネジメントを担う専門組織。

雲南市観光振興計画の概要

委員会の様子

ワーキング部会の様子

【基本理念】 
みんなで挑戦！
　雲南のほんものを活かした
　　地域が潤う観光まちづくり

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 ※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

仕組み作りの
アクション
①観光振興会議と観光
　マーケティングチーム
　の設置

観光まちづくりへの
アクション
②市民を巻き込んだ観光まち
　づくりの推進
③「たたら」への追い風を活か
　した観光地づくり
④日本版ＤＭＯをめざした観
　光協会の機能強化

稼ぐためのアクション
⑤マーケティング手法を
　取り入れた情報発信
⑥アクセスの良さを活か
　した観光ルート開発
⑦道の駅等の目的地化、
　中心市街地の活性化、
　アウトドア施設等の活
　用
⑧産業や地域の取り組み
　を活かした新たな観光
　推進

地
域
経
済
の
活
性
化

総
合
計
画
の
目
標
達
成

８つの重点戦略
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里熊大橋の４車線化が完成 【問】都市計画課　☎0854－40－1064

　里熊大橋を含む国道54号延長0.5㎞区間（三刀屋町下熊谷～木次町里方）が３月26日（土）に４車線化
し開通しました。
　この区間は、斐伊川に架かる里熊大橋に２車線の橋が増設され、雲南市役所前までが４車線化になりまし
た。さらに里熊大橋交差点への右折レーンが新設され、里方交差点の形状が改良されました。
　これにより、里熊大橋周辺の渋滞が緩和されスムーズな交通が確保されます。また、渋滞時に多く発生し
ていた追突事故の減少が期待されます。

【４車線区間】

標準横断面

【里熊大橋　横断図】

既設橋梁

3.5 0.5 6.5 3.0 6.5 0.5 3.5

25.0 9.3

1.0 3.25 3.25 0.25

右折車線

3.8
3.25 3.25 3.25 3.25

1.0

側道橋
（自転車歩行者道）

3.0

7.750.4 1.15

今回拡幅橋梁

11.45

3.25 3.25

3.0

0.5

0.2 0.47.250.6

0.250.4 0.4

（単位：ｍ）

（単位：ｍ）

※ 県道にも右折レーンが設置され、
スムーズな交通が確保されます。

※ 県道・市道にも右折レーンが設置され、
スムーズな交通が確保されます。

４車線に拡幅し、右折レーンを設
置したことによって、渋滞の緩和
が期待できます。

交差点形状の変更

拡幅前 里熊大橋交差点

交差点を改良

里熊大橋交差点　拡幅前

里方交差点　拡幅前 里方交差点　拡幅後

里方交差点

右折レーンを設置

里熊大橋交差点　拡幅後

変形交差点の改良と右折レーンの
設置によって、交差点内における
安全性の確保が期待できます。

【里熊大橋交差点】

【里方交差点】

右折レーンを設置

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

広　告　枠

31 市報うんなん  No.137

税金等の納付は便利で確実な口座振替で！！ 【問】債権管理対策課　☎0854－40－1035税金等の納付は便利で確実な口座振替で！！ 【問】債権管理対策課　☎0854－40－1035

☆口座振替の手続きは、取り扱い金融機関の窓口でできます

　税金や保険料等の納付は便利な口座振替をおすすめしています。納め忘れがなく、毎月金融機関へ行く必
要がありません。また、納付額が通帳に記載されるため、納付記録にもなります。

　○必要なもの・・・①預貯金通帳　②通帳届出印
　　（口座振替依頼書は、市内の取扱い金融機関に備えてあります。）
【毎月の納期】振替日は毎月末日（今年12月の振替日は26日）再振替は翌月15日。
　　　　　　  ただし、金融機関が休業日に当たるときは翌営業日。

※毎月分（料）…保育所保育料・認定こども園保育料、幼稚園保育料、学校給食費、住宅使用料、上・下水道料

【注意】口座の預貯金残高が不足していると振替ができませんので、預貯金残高に注意してください。
　　　  軽自動車を取得された方など、新たに税金が発生する方はお早めに手続きをお願いします。
           手続きが遅れると次の期からの引き去りとなります。

　 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
毎　月　分　（ 料 ）　※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市 県 民 税 　 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 　 ○ 　 　
固 定 資 産 税 　 ○ 　 ○ 　 　 　 　 ○ 　 ○ 　
軽 自 動 車 税 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
国 民 健 康 保 険 料 　 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　○
後期高齢者医療保険料 　 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　○

今回は木次町の方々の感謝の手紙です。

感 謝 手の 紙
日本一短い

vol.60

　
　お
母
さ
ん
へ

い
つ
も
り
ょ
う
り
を
つ

く
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
ぼ
く
も
、
お
に
ぎ
り

や
タ
マ
ゴ
や
き
を
つ
く
る

ね
。
毎
日
仕
事
が
ん
ば
っ

て
ね
。

　
　見
守
り
隊
の
方
へ

雨
の
日
、
雪
の
日
、
ど
ん

な
と
き
で
も
私
た
ち
の
た

め
に
立
っ
て
い
て
く
だ

さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　校
長
先
生
へ

い
つ
も
朝
か
ら
学
校
の
前

で
、
あ
い
さ
つ
し
て
下
さ

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
お
か
げ
で
気
持
ち

よ
く
学
校
に
行
け
ま
す
。
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チャレンジデーとは?

どんなことを

　　すればいいの？

　チャレンジデーは「運動やスポーツの楽しさを知ってもらい
たい」、「みんなで運動をすることで仲間づくりをしてもらいた
い」という願いから全国で行われているスポーツイベントです。
　毎年５月の最後の水曜日に実施され、期間中に15分以上何か
運動をしてもらい、参加する市町村ごとに参加率を競い合います。
　昨年の雲南市の参加率は58.4％でした。（参加人数は23,905人）

　今年のチャレンジデーは５月25日（水）です。午前０時～夜９時までの間
に、市内の各地で行われているイベントに参加したり、家庭でまたは仲間と
一緒に、15分以上の運動を行ってください。
　「運動」と言ってもスポーツだけではありません。雑巾がけやゴミ拾いな
どの清掃活動やラジオ体操、ダンスなども運動です。

今回の対戦相手が発表されました。

チャレンジデー2016

腕をのばいて！　足ものばいて、

だれんもで運動さーこい！
　　　チャレンジデーだよ！

min.min.
【問】雲南市チャレンジデー実行委員会事務局

　　（雲南市教育委員会社会教育課内）
☎0854－40－1073

みんなでやらこい！

　　　　チャレンジデー
みんなでやらこい！

　　　　チャレンジデー

（水）（水）

「北秋田市 VS 南さつま市 VS 雲南市」
三つどもえの対戦となります。楽しみも３倍！ がんばりましょう♪

開催！開催！
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市では、新たな収入確保対策として、有料広告を掲載しています。
掲載されている広告の内容などへの問い合わせは、直接広告主へお願いします。
広告内容は市が推奨するものではありません。

広 告 枠 広 告 枠

広 告 枠
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市立図書室の利用案内
三刀屋図書室　“うちらの本箱”（永井隆記念館内）
　電　　話：0854－45－2239
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週月曜日、30日（土）
　おはなし会：２日（土）10:00 ～　５日（火）、12日（火）、19日（火）15:30 ～
　　　　　　三刀屋子育て支援センター　26日（火）10:00 ～

吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

新着の本（抄）
▼浅田次郎「獅

し
子
し

吼
く

」▼有
あり

川
かわ

 浩
ひろ

「だれもが知ってる小さな国」
▼相

あい
場
ば

英
ひで

雄
お

「ガラパゴス㊤㊦」▼赤川次郎「演じられた花嫁」
▼木

き
内
うち

 昇
のぼり

「よこまち余話」▼重松 清「たんぽぽ団地」▼志
し

野
の

靖
やす

史
し

「信長の肖像」▼鈴
すず

木
き

光
こう

司
じ

「ブルーアウト」▼滝
たき

口
ぐち

悠
ゆう

生
しょう

「死んでいない者」▼天童荒太「ムーンナイト・ダイバー」▼
堂
どう

場
ば

瞬
しゅん

一
いち

「蛮
ばん

政
せい

の秋
あき

」▼中
なか

村
むら

文
ふみ

則
のり

「教団X」▼葉室 麟「はだれ
雪」▼西

にし
尾
お

維
い

新
しん

「掟
おきて

上
がみ

今日子の備
び

忘
ぼう

録
ろく

」▼額
ぬか

賀
が

 澪
みお

「タスキメ
シ」▼平岩弓枝「お伊勢まいり」▼本

もと
谷
や

有
ゆ

希
き

子
こ

「異
い

類
るい

婚
こん

姻
いん

譚
たん

」
▼山田洋次「小説母と暮せば」▼織

お
田
だ

作
さく

之
の

助
すけ

「五
ご

代
だい

友
とも

厚
あつ

」▼佐
藤愛子「孫と私の小さな歴史」▼宝島社「思い出をデジタル化
する本」▼平

ひら
井
い

正
しょう

修
しゅう

「『見えないもの』を大切に生きる。生活
と心を調える禅的思考のすすめ」▼渡

わた
邊
なべ

大
だい

門
もん

「真田幸村のすべ
て」▼山崎まゆみ「バリアフリー温泉で家族旅行」▼榎

えの
本
もと

博
ひろ

明
あき

「『正
せい

論
ろん

バカ』が職場をダメにする」▼細
ほそ

沢
ざわ

祐
ゆう

樹
き

「老後貧困か
ら身を守る」▼日

ひ
高
だか

庸
やす

晴
はる

「LGBTQを知っていますか？」▼全
国民主主義教育研究会 編「18歳からの選挙Q&A」▼山

やま
口
ぐち

 建
けん

「親ががんになったら読む本」▼松
まつ

本
もと

亜
あ

樹
き

子
こ

「不妊治療のやめ
どき」▼茂

も
木
ぎ

健
けん

一
いち

郎
ろう

「『ほら、あれだよ、あれ』がなくなる本」

木次図書館　　☎0854-42-1021
 ４月の休館日  
　毎週月曜日、29日（金・祝）、月末整理休館：30日（土）
 イベント案内 
　☆よみかたりのじかん　毎週木曜日　14:30 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館　　☎0854-43-6131
 ４月の休館日 
　毎週金曜日、29日（金・祝）、月末整理休館：30日（土）、
　振替休館：５月１日（日）
 イベント案内 
　☆こぐまちゃんくらぶ　毎週月曜日　10:30 ～
　　（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館　　☎0854-49-8739
 ４月の休館日  
　毎週木曜日、29日（金・祝）、月末整理休館：30日（土）
 イベント案内 
　☆絵本のひろば　12日（火）10:30 ～

乳幼児と家族の方が気軽に図書館や本を楽しんでいただく時間です。

掛
　合

保育園開放日
夢の子園 保 育 所 開 放 日 13日㈬・20日㈬・27日㈬   9:00 ～ 11:00

支援センター (分室：掛合体育館）

分　室
子 育 て 相 談 日  ６日㈬   9:30 ～ 11:00
お 話 の 日  ８日㈮ 10:30 ～ 11:00

好老センター フ リ ー ス ペ ー ス  19日㈫   9:00 ～ 11:00
問い合わせ先 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713
　　　　　　 

▲

かけや夢の子園 ☎62-9900

大
　東

教室・相談

大東子育て支援センター
（あおぞら保育園２階）

子 育 て 相 談 ８日㈮、22日㈮ 10:00 ～ 17:00
赤 ち ゃ ん 教 室

『みんなよろしくね』
（あおぞら保育園学童棟）

12日㈫   9:30 ～ 11:30

子 育 て 教 室
『いっしょに遊ぼう』
（あおぞら保育園学童棟）

14日㈭   9:30 ～ 11:30

地域福祉センターおおぎ 育 児 相 談 28日㈭   9:30 ～ 11:00
子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日   9:30 ～ 15:30
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター）  ４日㈪   9:30 ～ 11:30
ぽっぽ（佐世交流センター） 14日㈭   9:30 ～ 11:30
うしお（海潮交流センター） 15日㈮   9:30 ～ 11:30
保育園開放日
あおぞら保育園 毎日　試食は金曜のみ 試食の予約：当日9:00まで
問い合わせ先 

▲

大東保育園 ☎43-6132　 

▲

かもめ保育園 ☎43-5028 　 　 　 　 　 　  ▲

あおぞら保育園（大東子育て支援センター） ☎43-9500
　　　　　　 

▲

地域福祉センターおおぎ ☎43-5610

加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

た ん ぽ ぽ ひ ろ ば
（はじめましての会） 13日㈬ 10:00 ～（１時間程度）

た ん ぽ ぽ ひ ろ ば
（ベビーマッサージ） 20日㈬ 10:00 ～（１時間程度）

※お誕生日の当日にお祝い会をします。４月生まれのお子
さんはご予約ください。

教室・相談

加茂子育て支援
センター

もぐもぐ教室（５～６ヵ月児対象離乳食教室） 14日㈭ 10:00 ～（※要予約）
育児相談 18日㈪   9:30 ～ 11:30
もぐもぐ教室（７～８ヵ月児対象離乳食教室） 21日㈭ 10:00 ～（※要予約）
ア レ ル ギ ー 対 応 食 教 室 26日㈫ 10:00 ～（※要予約）
もぐもぐ教室（９～11ヵ月児対象離乳食教室） 28日㈭ 10:00 ～（※要予約）

問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355
　　　　　　 

▲

加茂交流センター ☎49-8380

木
　次

支援センター

木次子育て支援
センター

ミ ュ ー ジ ッ ク ケ ア   ８日㈮ 10:00 ～
（１歳半未満、要予約）

誕 生 会  21日㈭ 10:30 ～（誕生児要予約）
出前保育
日登交流センター 13日㈬ 10:00 ～
教室・相談
木次子育て支援

センター
ベビーマッサージ（３～７ヵ月） 19日㈫ 10:00 ～（※要予約）
育 児 相 談、 妊 婦 サ ロ ン 22日㈮ 9:30 ～ 11:00受付

問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター ☎42-2030

三
刀
屋

支援センター　

三刀屋子育て支援
センター

育児相談  ４日㈪   9:30 ～ 11:00受付
あそぼう広場 22日㈮ 10:00 ～ 10:30

問い合わせ先 

▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

吉
　田

保育所開放日　
吉田保育所 21日㈭   9:30 ～ 11:30
田井保育所 20日㈬   9:30 ～ 11:30
社協子育てサロン（あいあいクラブ）
吉田健康福祉センター フ リ ー ス ペ ー ス 20日㈬   9:30 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

吉田保育所 ☎74-0330　　 

▲

田井保育所 ☎75-0201
　　　　　　 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078

子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール４月 図書館だより図書館だより
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◆育児相談
三刀屋子育て支援センター  ４日㈪

9:30 ～
掛合子育て支援センター  ６日㈬
加茂子育て支援センター 18日㈪
木次子育て支援センター 22日㈮
地域福祉センターおおぎ 28日㈭
◆妊婦サロン
木次子育て支援センター 22日㈮ 10:00～
◆離乳食教室
加茂健康福祉センター 12日㈫ 9:30～
◆両親学級　　　　　　参加料：500円
加茂健康福祉センター 23日㈯ 14:00～16:00

◆断酒会
加茂健康福祉センター  ４日㈪

19:00～21:00

吉田ふる里センター  ７日㈭
大東地域交流センター 12日㈫
下熊谷交流センター 18日㈪
掛合まめなかセンター 20日㈬
三刀屋健康福祉センター 29日㈮

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター  ７日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 28日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター 14日㈭ 13:00～（１歳６ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 20日㈬ 13:00～（３歳児）

◆その他相談
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所  ７日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
こころの健康＆もの忘れ相談 13日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
ひとり親家庭法律相談 いきいきプラザしまね 13日㈬ 13:30 ～ 15:30【問】一般財団法人島根県母子寡婦福祉連合会　☎ 0852-32-5920
雲南サロン「陽だまり」 14日㈭

28日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
難病サロン「ひまわり」 15日㈮ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
アルコールによる困りごと相談 18日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
交通事故巡回相談 出雲市役所 21日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
こころのサロン「つくし」 22日㈮ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
難病サロン しまね難病相談支援センター 28日㈭ 13:30 ～ 15:30【問】しまね難病相談支援センター　☎ 0853-24-8510

４月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎40-1045

◆結婚を希望する独身男女のための結婚相談
結婚相談サロン 雲南市役所 3F 相談室 ６日、13日、20日、27日㈬ 10:00 ～ 15:00

Aコープきすき店2F 23日㈯ 10:00 ～ 13:00

　【問】うんなん暮らし推進課　☎40-1014
※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは
　いずれも 0854 です。 

H
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ゼ ッ ト リ オ

ETTRIO 「W
ワ ン ダ フ ル

ONDERFUL F
フ ラ イ ト

LIGHT T
ツ ア ー

OUR 2016
　　　～ A

アコースティック

coustic & E
エレクトリック

lectric ～」島根公演 
話題のJAZZユニット「H ZETTRIO」がチェリヴァ
ホールに初登場！大人から子どもまで夢中にな
る、ユーモアたっぷりでとびっきりカッコいいラ
イブパフォーマンスを、ぜひご体感ください！！
 と　き  ４月６日（水）18:30開場、19:00開演
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２階ホール）
 入場料  【全席指定・税込】
 Ｓ席：一般4,500円、高校生以下3,000円
 Ａ席：一般3,500円、高校生以下2,000円

※３歳以下入場不可　※４歳以上チケット必要

 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

チェリヴァシアター
『はなちゃんのみそ汁』 

 と　き  ４月30日（土）①14:00～　②18:30～
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２階ホール）
 入場料  【前売・税込】ペア1,500円（前売・シアター会員様限定）

一般1,300円、会員1,000円、シニア・小
中高生500円（当日各200円増）

わたしたちをつなぐ、おいしくてあったかい記憶。
がんでこの世を去った千恵、33歳。５歳の娘と夫、
愛する人へ伝えたい、いのちのメッセージ。
 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

©2015「はなちゃんのみそ汁」フィルムパートナーズ
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人　口･･ 40,415人（－36人）

世帯数･･ 13,886世帯（－3世帯）
平成 28 年 3 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 21,032人（－22人）

男　性･･ 19,383人（－14人）

I N F O R M A T I O N

　　　　　　　　　　　　　　イベントプログラム　　　　　　　　　　　　　　
４月２日（土）✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿
❀郷土芸能ショー（JR木次駅前特設ステージ）
　　10:00 ～ 16:00

木次中学校吹奏楽部、槻屋神楽、三刀屋高校吹奏楽
部、ダンシングエンジェルズ、雲南吹奏楽団、安来
節保存会一行

❀花火大会（斐伊川河川敷）20:00 ～ 20:30（予定）
４月３日（日）✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿
❀郷土芸能ショー（JR木次駅前特設ステージ）
　　10:00 ～ 15:00　

西日登神楽、佐藤なおみ、TEAM 輪
りん

音
ね

天
てん

咲
しょう

　ほか
よさこいチーム合同によるパフォーマンス
　「きすきの桜はえ～よさこい 2016」

❀きすき桜
さくら

夢
ゆめ

ダンス（本町駐車場）
13:00 ～ 15:00　
島根大学吹奏楽部の演奏による島根県ボールルーム
ダンス連盟の社交ダンスパーティー

❀お花見クルージング
　　～カヌーと魔法のじゅうたん～
10:00 ～ 15:00　
カヌー、SUP（スタンドアップパドルボート）に乗っ
て斐伊川からお花見をしよう！

４月２日（土）・４月３日（日）✿✿✿✿✿✿✿
❀特産品販売テント村（JR木次駅前）
　　10:00 ～ 16:00（予定）

❀お茶席（中国労働金庫雲南支店前）
　　9:00 ～ 17:00
❀100mのロングテーブル「雲南食堂」
　　10:00 ～ 15:30
❀若者チャレンジプロジェクト
　　10:00 ～ 15:30

アート、場づくり、食、医療の 4 つのテーマで高校
生や大学生、若手社会人が桜まつりを盛り上げます。

❀日本酒仕込み風景写真展示&無料休憩所
（試飲販売あり）

　　10:00 ～ 16:00　木次酒造酒蔵
❀Nゲージ鉄道模型展示&試運転会

（勤労青少年ホーム）
　　４月２日（土）12:00 ～ 17:00
　　４月３日（日）  9:30 ～ 15:00
❀華道教室展示（勤労青少年ホーム）
　　４月２日（土）9:00 ～ 17:00
　　４月３日（日）9:00 ～ 15:00

【問】商工観光課　☎ 0854-40-1054

雲南市桜まつり

古代出雲王国加茂岩倉春まつり�
焼き立てのヤマメや古代米カレーといった自然の
食や、勾

まが

玉
たま

作りや草木染めなどの体験コーナーが
楽しめます！春の行楽に自然いっぱいの加茂岩倉
遺跡へ、ご家族揃ってお出かけください♪
 と　き  ４月29日（金・祝）10:00 ～ 14:30
 ところ  加茂岩倉遺跡芝生広場
 入場料  無料（別途参加料が必要）

【問】古代出雲王国加茂岩倉まつり実行委員会事務局
　　　（ラメール内） 　☎0854-49-8500

第４回さくらおろち湖ウォーク�
 と　き  ５月15日（日）
 ところ  さくらおろち湖ボート競技施設
 参加料  一般1,500円、18歳未満（高校生含む）1,000円
 小学生以下 無料
 申込締切  ４月30日（土）

【問】さくらおろち湖ウォーク大会実行委員会事務局
 　☎090-8991-0811


